
1－企業課税の現状と再構築の可能性（三・完）（手塚）

企
業
課
税
の
現
状
と
再
構
築
の
可
能
性
（
三
・
完
）

―
―
ド
イ
ツ
租
税
法
に
お
け
る
法
人
税
を
素
材
と
し
た
一
試
論
―
―手

　
塚
　
貴
　
大

一
　
は
じ
め
に

（一）

問
題
の
所
在

（二）

本
稿
に
お
け
る
検
討
の
視
角

二
　
ド
イ
ツ
企
業
税
法
の
現
状
と
法
人
税

（一）

企
業
税
法
の
法
構
造
―
い
わ
ゆ
る
二
元
主
義
に
お
け
る
法
人
税
―

（二）

企
業
の
担
税
力
―
法
人
税
の
正
当
化
根
拠
―

（三）

競
争
中
立
性
と
そ
の
企
業
課
税
の
構
築
へ
の
示
唆

（四）

小
括
（
以
上
、
三
四
巻
一
号
）

三
　
企
業
課
税
に
お
け
る
法
人
税
―
制
度
・
理
論
史
の
概
観
と
位
置
づ
け
―

（一）

ド
イ
ツ
法
人
税
法
の
歴
史
的
展
開

（二）

ド
イ
ツ
法
人
税
法
の
理
論
史

１
　
法
人
税
改
革
案
―
法
人
税
の
基
礎
概
念
と
し
て
の
法
形
態
の
中
立
性
―
（
以
上
、
三
七
巻
二
号
）

２
　
ド
イ
ツ
法
人
税
の
今
後
の
あ
り
方

（三）

課
税
方
式
の
識
別
―
制
度
課
税
か
、
個
人
（
出
資
者
）
課
税
か
―

（四）

小
括

四
　
結
語
（
以
上
、
本
号
）
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広島法学　37 巻３号（2014 年）－2

三
　
企
業
課
税
に
お
け
る
法
人
税
―
制
度
・
理
論
史
の
概
観
と
位
置
づ
け
―
（
承
前
）

（一）

ド
イ
ツ
法
人
税
法
の
歴
史
的
展
開
（
承
前
）

（二）

ド
イ
ツ
法
人
税
法
の
理
論
史
（
承
前
）

１
　
法
人
税
改
革
案
―
法
人
税
の
基
礎
概
念
と
し
て
の
法
形
態
の
中
立
性
―
（
承
前
）

２
　
ド
イ
ツ
法
人
税
の
今
後
の
あ
り
方

（１）

法
人
税
改
革
の
可
能
性
と
方
向
性

で
は
以
上
に
通
覧
し
た
法
人
税
・
企
業
課
税
改
革
案
に
つ
い
て
、
そ
の
理
論
的
位
置
付
け
お
よ
び
そ
の
示
唆
す
る
も
の
を
考
察
す
る
。

そ
も
そ
も
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
法
人
税
改
革
案
は
い
く
つ
か
の
特
徴
を
有
し
て
い
る
。

一
に
、
二
元
主
義
の
克
服
が
企
図
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
ド
イ
ツ
企
業
税
法
に
お
け
る
法
人
税
と
所
得
税
と
の
併
存
に
よ
り
生
じ
て

い
る
課
税
方
式
の
違
い
か
ら
、
法
形
態
の
中
立
性
が
侵
害
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
拠
る（

176
）

。
学
説
に
よ
る
と
理
論
的
に
は
法
形
態
の
中
立
性
が

基
本
法
三
条
一
項
に
根
拠
を
持
つ
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
お
そ
ら
く
は
学
説
は
そ
れ
を
具
体
的
な
租
税
制
度
の
構
築
に
際
し
て
租
税
政
策

の
形
成
基
準
と
し
て
強
固
な
理
論
的
基
盤
と
し
て
援
用
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
尤
も
そ
れ
が
現
実
の
租
税
制
度
の
中
で
は
純
化
し
た
形
で
実

施
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
本
稿
が
随
所
で
指
摘
し
た
と
お
り
で
あ
っ
て
、
そ
の
原
因
を
出
来
る
だ
け
解
明
す
る
こ
と
が
租
税

（
176
）

例
え
ば
、Spengel,B

esteuerung
von

E
inkom

m
en

(Fn.139 )
,G
44

に
お
い
て
も
、
か
よ
う
な
認
識
は
あ
る
が
、
当
該
個
所
に
お
い
て
も
、
ま
た
本
稿
で

も
既
に
触
れ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
れ
は
正
当
化
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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3－企業課税の現状と再構築の可能性（三・完）（手塚）

政
策
論
の
構
築
の
一
助
に
な
り
う
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
後
に
指
摘
す
る
と
お
り
で
あ
る
。

二
に
、
法
人
課
税
の
あ
り
方
を
論
ず
る
上
で
、
法
人
税
率
の
設
定
は
重
要
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
既
に
述
べ
た
と
こ
ろ
か
ら
も
分
か
る

よ
う
に
、
近
時
は
、
特
に
、
企
業
の
国
際
的
競
争
力
強
化
等
に
配
慮
が
な
さ
れ
、
最
高
所
得
税
率
と
の
関
係
で
そ
の
引
き
下
げ
傾
向
が
観

取
さ
れ
た
。
こ
の
点
、
株
主
の
視
点
も
交
え
る
と
、
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
着
目
す
る
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
目
的
は
通
常
二
重
課
税
に
よ
る
出
資
に
係
る
デ
ィ
ス
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
緩
和
す
る
こ
と
に
あ
る
が
、
企
業
統

治
の
観
点
も
入
れ
つ
つ
、Schneider

教
授
に
よ
り
次
の
よ
う
な
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
法
人
に
つ
い
て
、
そ
の
役
員
が
株

主
の
利
益
を
も
斟
酌
し
つ
つ
経
営
を
行
う
こ
と
を
可
能
に
す
る
た
め
に
は
、
租
税
制
度
の
面
か
ら
見
れ
ば
、
法
人
税
率
と
最
高
所
得
税
率

と
を
一
致
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
言
わ
れ
る

（
177
）

。
こ
の
言
明
の
示
唆
す
る
と
こ
ろ
は
私
見
に
よ
れ
ば
、
や
や
強
引
か
も
し
れ
な
い
が
、

次
の
よ
う
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
法
人
税
率
が
低
い
場
合
に
は
、
そ
れ
に
対
応
し
て
内
部
留
保
利
益
が
増
加
す

る
の
で
あ
る
が
、
法
人
税
率
引
き
下
げ
に
よ
る
そ
の
増
加
に
つ
い
て
は
出
資
・
社
債
購
入
に
よ
る
寄
与
が
な
い
の
で
、
そ
れ
に
対
応
し
て

配
当
・
利
子
の
支
払
と
い
う
形
態
で
株
主
あ
る
い
は
会
社
債
権
者
に
還
元
す
る
必
要
は
な
い
。
逆
に
言
え
ば
、
仮
に
、
法
人
税
率
と
最
高

所
得
税
率
と
が
一
致
し
て
い
れ
ば
、
こ
う
し
た
方
法
で
内
部
留
保
利
益
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
た
め
、
例
え
ば
出
資
を
引

き
受
け
る
必
要
が
生
じ
る
。
そ
の
場
合
に
は
、
出
資
者
た
る
株
主
に
配
当
を
支
払
う
必
要
が
生
じ
る
し
、
そ
の
際
、
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
れ
ば（

178
）

、
投
資
家
は
配
当
の
受
け
取
り
可
能
性
を
期
待
し
、
あ
る
程
度
積
極
的
に
出
資
を
行
う
こ
と
に
な
る
。
加
え
て
、
そ
も

そ
も
、
い
わ
ゆ
る
ロ
ッ
ク
イ
ン
効
果
は
生
じ
な
い
た
め
、
役
員
の
も
と
で
も
ま
す
ま
す
か
よ
う
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
生
じ
う
る
。
と
こ

ろ
が
、
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
て
も
、
法
人
税
率
と
最
高
所
得
税
率
と
の
差
異
か
ら
生
じ
る
ロ
ッ
ク
イ
ン
効
果
の
発
生
可
能
性

（
177
）

Schneider
(Fn.158 )

,B
FuP
2006 ,265 .

（
178
）

こ
の
場
合
に
は
、
完
全
統
合
が
望
ま
し
い
で
あ
ろ
う
。
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が
あ
る
場
合
に
は
、
株
式
投
資
の
誘
因
創
出
と
い
う
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
係
る
所
期
効
果
の
発
揮
が
前
叙
の
事
情
に
基
づ
き
不
十
分

と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
法
人
税
率
の
決
定
要
因
と
し
て
、
通
常
言
わ
れ
る
と
こ
ろ
の
（
法
人
形
態
の
企
業
に
係
る
税

負
担
の
引
き
下
げ
に
行
き
着
く
）
国
際
的
租
税
競
争
と
並
ん
で
、
法
人
の
利
益
と
株
主
の
利
益
と
の
調
整
を
挙
げ
る
こ
と
は
不
可
能
で
は

な
い
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
は
、
つ
ま
り
、（
法
人
に
よ
る
投
資
活
性
化
の
た
め
の
）
法
人
の
内
部
留
保
の
充
実
と
株
主
の
配
当
確
保

（
ひ
い
て
は
株
式
投
資
の
活
性
化
）
と
の
間
の
調
整
で
あ
り
、
理
論
的
に
は
そ
の
具
体
的
結
果
と
し
て
法
人
税
率
が
決
定
さ
れ
る
と
言
う

こ
と
も
で
き
る
か
も
し
れ
な
い（

179
）

。
し
た
が
っ
て
、
逆
に
言
え
ば
、
か
よ
う
な
調
整
作
業
を
必
要
と
す
る
と
考
え
る
以
上
、
法
人
税
率
と
最

高
所
得
税
率
と
が
一
致
す
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
そ
う
で
あ
る
以
上
、
法
人
税
率
と
最
高
所
得
税
率
と
の
関
係
を
直
視
し
て

（
通
常
は
前
者
の
ほ
う
が
後
者
に
比
し
て
低
い
。）、
特
に
Ａ
Ｕ
Ｓ
に
つ
い
て
見
た
よ
う
な
法
人
税
率
の
引
き
下
げ
の
正
当
性
と
い
う
問
題

は
必
ず
生
じ
る
で
あ
ろ
う
。

三
に
、
法
人
税
制
の
あ
り
方
と
い
わ
ゆ
る
消
費
型
所
得
概
念
お
よ
び
同
所
得
税
と
の
関
連
性
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
国
際
競
争

力
の
強
化
の
た
め
の
法
人
税
率
の
引
き
下
げ
等
の
経
済
政
策
に
動
機
付
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
租
税
法
学
の
理
論
か
ら
こ
の
現
象
を

観
察
す
る
と
、
一
定
の
投
資
所
得
（
株
式
等
か
ら
得
ら
れ
る
投
資
所
得
）
に
つ
い
て
、
法
人
と
い
う
投
資
段
階
で
の
低
税
率
に
よ
る
課
税

は
、
所
得
課
税
の
領
域
に
お
け
る
消
費
型
所
得
概
念
の
要
素
の
部
分
的
実
現
を
意
味
す
る
と
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。
勿
論
そ
も
そ
も
消

（
179
）

但
し
、
ド
イ
ツ
の
議
論
を
ベ
ー
ス
と
す
れ
ば
、
こ
の
調
整
作
業
は
性
質
上
理
論
的
に
は
出
来
る
だ
け
法
人
税
率
と
最
高
所
得
税
率
と
の
一
致
に
近
い
法
人

税
率
を
制
定
す
る
と
い
う
方
向
に
お
い
て
な
さ
れ
る
べ
き
こ
と
に
な
ろ
う
。
何
故
な
ら
、
そ
こ
で
は
基
本
法
の
平
等
原
則
が
適
用
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
ま
た
、

両
者
の
乖
離
に
つ
い
て
、
本
文
中
に
も
述
べ
た
と
お
り
に
、
そ
の
調
整
作
業
に
お
け
る
一
方
の
極
に
は
法
人
税
率
引
き
下
げ
の
正
当
化
、
他
方
の
極
に
は
配

当
確
保
と
い
う
租
税
政
策
に
係
る
極
め
て
重
要
な
視
点
が
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。
尤
も
、
本
文
中
に
述
べ
た
よ
う
に
、
法
人
税
率
が
最
高
所
得
税
率
よ
り

も
低
い
の
が
通
常
で
あ
る
以
上
、
少
な
く
と
も
多
少
の
ロ
ッ
ク
イ
ン
の
傾
向
は
生
じ
る
。
ま
た
、
両
極
の
間
に
お
け
る
、
”最
適
な
“
調
整
の
帰
結
は
性
質

上
一
概
に
明
ら
か
で
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
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5－企業課税の現状と再構築の可能性（三・完）（手塚）

費
型
所
得
概
念
は
、
厳
密
に
は
あ
る
所
得
に
つ
き
投
資
段
階
で
は
非
課
税
と
し
て
、
そ
の
リ
タ
ー
ン
が
納
税
者
の
手
元
に
流
入
す
る
段
階

で
初
め
て
所
得
課
税
が
な
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
で
の
租
税
制
度
は
所
得
の
稼
得
段
階
で
既
に
課
税
済
み
の
も
の
を
株
式
投

資
に
宛
て
、
そ
こ
で
一
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
比
例
税
率
で
課
税
さ
れ
、
配
当
が
な
さ
れ
る
段
階
で
も
前
叙
の
一
定
の
二
重
課
税
調
整
措
置
を

伴
い
つ
つ
も
配
当
所
得
課
税
さ
れ
る
た
め
、
先
の
消
費
型
所
得
概
念
に
基
づ
く
所
得
課
税
と
は
完
全
に
は
一
致
す
る
も
の
で
は
な
い
。
但

し
、
租
税
体
系
の
消
費
指
向
化
に
基
づ
く
制
度
の
エ
ッ
セ
ン
ス
で
あ
る
投
資
段
階
非
課
税
へ
の
接
近
が
租
税
体
系
の
内
部
で
局
所
的
に
で

は
あ
れ
観
取
さ
れ
う
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

そ
の
上
で
、
二
元
主
義
の
克
服
は
現
実
に
は
な
さ
れ
て
い
な
い
の
で
や
む
を
得
な
い
が
、
消
費
型
所
得
概
念
は
既
に
別
稿
で
も
触
れ
た

よ
う
に（

180
）

理
論
的
は
支
持
が
集
ま
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
接
近
を
続
け
る
法
人
税
に
係
る
租
税
政
策
は
、
所
得
税
の
側
か
ら
見
る
も
の
で
は
あ

る
が
、
確
か
に
積
極
的
に
評
価
す
べ
き
点
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
租
税
制
度
全
体
の
中
で
の
法
人
税
率
と
い
う
局
所
的
な
部

分
の
み
を
観
察
し
た
結
果
の
言
明
で
あ
っ
て
、
法
形
態
の
中
立
性
は
実
現
す
る
と
は
到
底
言
え
ず
、
む
し
ろ
税
制
改
革
毎
に
非
中
立
性
が

増
し
、
そ
れ
と
同
時
に
租
税
制
度
の
複
雑
性
も
増
し
て
い
く
こ
と
に
も
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
（
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
若
干
で
は
あ
る
が
、

直
後
の
（
２
）
で
も
触
れ
る
。）。
以
上
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
こ
の
点
を
税
制
改
革
の
現
実
と
受
け
止
め
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
税
制
改
革

を
論
じ
る
際
に
は
、
先
に
見
た
よ
う
な
意
味
で
の
局
所
的
な
視
点
の
み
で
そ
の
評
価
作
業
を
行
う
の
で
は
な
く
、
租
税
制
度
全
体
を
視
野

に
入
れ
た
中
で
の
評
価
も
同
時
に
試
み
る
べ
き
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

さ
て
、
本
稿
で
検
討
し
た
範
囲
で
、
ド
イ
ツ
の
議
論
の
現
状
に
照
ら
し
て
言
え
ば
、
ド
イ
ツ
企
業
税
法
の
進
む
べ
き
途
と
し
て
、
法
人

（
180
）

詳
細
は
、
手
塚
貴
大
「
所
得
税
改
革
と
租
税
政
策
論
―
ド
イ
ツ
租
税
法
学
に
見
る
所
得
分
類
再
編
論
を
素
材
と
し
て
―
」
記
念
論
文
集
刊
行
委
員
会
編

『
租
税
の
複
合
法
的
構
成
　
村
井
正
先
生
喜
寿
記
念
論
文
集
』（
清
文
社
、
二
〇
一
二
年
）
五
七
一
頁
以
下
、
同
「
公
共
政
策
に
お
け
る
租
税
政
策
お
よ
び
租

税
立
法
に
係
る
特
質
―
ド
イ
ツ
租
税
法
学
（
所
得
税
）
に
見
る
租
税
政
策
・
立
法
の
理
論
―
」
広
島
大
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
一
三
号
九
九
頁
以
下
。
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格
基
準
に
よ
る
課
税
方
式
の
割
振
り
を
捨
て
去
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
こ
の
点
は
、
非
常
に
明
確
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
次
に
述
べ

る
よ
う
に
、
明
確
で
あ
る
は
ず
の
租
税
政
策
の
実
現
内
容
は
明
ら
か
で
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
そ
れ
が
実
定
企
業
税
法
に
お
い
て
実
現
さ

れ
る
こ
と
が
な
い
こ
と
が
興
味
深
い
問
題
点
と
し
て
浮
上
し
て
く
る
の
で
あ
る
。

（
２
）

企
業
税
制
の
現
状
と
そ
の
複
雑
性

こ
こ
で
ド
イ
ツ
の
企
業
税
制
の
現
状
に
改
め
て
触
れ
る
こ
と
と
し
た
い
。
す
な
わ
ち
、
本
稿
の
二
（
一
）
１
に
お
い
て
二
元
主
義
に
言

及
し
た
の
で
は
あ
る
が
、
企
業
税
制
は
二
元
主
義
の
み
を
認
識
し
た
だ
け
で
は
十
分
な
評
価
は
で
き
な
い
。
二
元
主
義
を
ベ
ー
ス
と
し
て
、

複
雑
性
が
累
次
の
税
制
改
正
を
通
じ
て
増
加
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
別
稿
で
も
触
れ
た
こ
と
は
あ
る
の
で
あ
る
が（

181
）

、
も
う
一
度

触
れ
る
こ
と
を
以
て
確
認
の
意
味
を
も
込
め
て
、
改
め
て
本
稿
で
も
言
及
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

ま
ず
、
周
知
の
よ
う
に
、
法
人
税
率
と
最
高
所
得
税
率
と
の
間
に
は
大
き
な
開
き
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
法
人
税
率
は
一
五
パ
ー
セ

ン
ト
で
あ
る
た
め
に
、
そ
の
内
部
留
保
は
税
負
担
に
つ
い
て
軽
減
の
程
度
が
高
い
。
そ
れ
に
伴
う
対
応
措
置
と
し
て
、
人
的
会
社
の
内
部

留
保
に
係
る
特
別
の
課
税
方
式
も
配
備
さ
れ
た
が
（
ド
所
法
三
四
ａ
条
）、
そ
の
両
者
間
の
調
整
は
不
十
分
で
あ
る
。

ま
た
租
税
法
に
お
い
て
は
、
法
人
と
は
異
な
り
、
人
的
企
業
は
租
税
主
体
足
り
え
ず
、
そ
の
出
資
者
と
の
間
で
法
律
関
係
は
形
成
さ
れ

え
な
い
。
こ
の
結
果
、
両
者
間
で
の
契
約
締
結
は
不
可
能
で
あ
り
、
例
え
ば
、
報
酬
に
関
す
る
契
約
、
退
職
年
金
に
係
る
契
約
が
あ
り
得

ず
、
企
業
レ
ベ
ル
で
租
税
法
上
費
用
と
し
て
は
扱
え
な
い
た
め
に
、
法
人
に
比
し
て
税
負
担
の
点
で
不
利
な
扱
い
が
あ
る
。
ま
た
損
失
の

帰
属
に
つ
い
て
は
出
資
者
に
直
接
帰
属
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
当
該
損
失
を
出
資
者
の
他
の
所
得
と
の
損
益
通
算
を
行
う
と

い
う
態
様
で
タ
ッ
ク
ス
シ
ェ
ル
タ
ー
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
個
別
規
定
（
ド
所
税
法
一
五
ａ
条
）
に
よ
り
封
じ
ら
れ
て
い
る
。

（
181
）

詳
細
は
、
参
照
、
手
塚
貴
大
『
租
税
政
策
の
形
成
と
租
税
立
法
―
ド
イ
ツ
租
税
法
学
に
見
る
租
税
政
策
論
―
』（
信
山
社
、
二
〇
一
三
年
）
七
二
頁
以
下
。
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7－企業課税の現状と再構築の可能性（三・完）（手塚）

既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
法
人
間
配
当
に
つ
い
て
は
原
則
的
に
は
非
課
税
で
あ
る
（
ド
法
法
八
ｂ
条
一
項
）。
法
人
が
保
有
す
る
他
の
法

人
の
株
式
譲
渡
益
も
同
じ
く
非
課
税
と
な
る
（
ド
法
法
八
ｂ
条
三
項
）。
法
人
が
個
人
に
配
当
す
る
段
階
で
部
分
免
除
方
式
か
（
ド
所
法

三
条
四
〇
号
一
文
）、
源
泉
徴
収
型
調
整
税
に
よ
る
課
税
が
な
さ
れ
る
（
ド
所
法
二
〇
条
等
）。
と
こ
ろ
が
両
者
の
課
税
方
式
で
は
税
負
担

の
歪
曲
が
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
個
人
株
主
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
詳
細
な
試
算
例
は
省
略
す
る
が
、
低
所
得
者
が
源
泉
徴
収
型
調
整

税
を
選
択
す
る
こ
と
に
よ
り
、
税
負
担
は
優
遇
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る（

182
）

。

次
に
廃
業
時
に
つ
い
て
は
以
下
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
人
的
企
業
に
つ
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
五
分
五
乗
方
式
の
適
用
か
（
ド
所
法
一

六
条
）、
ま
た
は
五
五
歳
以
上
の
廃
業
希
望
者
に
四
五
〇
〇
〇
ユ
ー
ロ
の
特
別
控
除
額
を
認
め
つ
つ
、
平
均
税
率
に
よ
る
課
税
が
適
用
さ

れ
う
る
（
ド
所
法
三
四
条
三
項
）。
こ
の
点
を
法
人
へ
の
出
資
者
で
あ
る
個
人（

183
）

に
つ
い
て
見
る
に
、
そ
の
株
式
譲
渡
益
に
つ
い
て
は
、
原

則
と
し
て
資
産
が
一
年
超
の
保
有
期
間
で
あ
れ
ば
非
課
税
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
そ
れ
に
当
て
は
ま
ら
な
い
資
産
（
株
式
も
こ
れ
に
含
ま

れ
る
）
に
つ
い
て
は
別
の
課
税
が
な
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
形
式
上
ド
イ
ツ
所
得
税
法
一
七
条
に
よ
り
、
部
分
免
除
方
式
の
適
用
が
あ
る

こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
条
文
の
仕
組
み
上
前
叙
の
源
泉
徴
収
型
調
整
税
に
よ
り
課
税
が
な
さ
れ
る
た
め
に
（
ド
所
法
二
〇
条
二
項
）、

実
質
的
に
見
れ
ば
、
ド
イ
ツ
所
得
税
法
一
七
条
は
最
早
独
自
の
意
味
を
有
さ
ず
、A

ppendix

に
過
ぎ
な
い
と
い
う
指
摘
が
あ
る

（
184
）

。

さ
ら
に
、
事
業
税
に
つ
い
て
は
、
人
的
企
業
に
つ
い
て
の
み
、
負
担
軽
減
措
置
の
適
用
が
予
定
さ
れ
て
い
る
（
ド
所
税
法
三
五
条
）。

こ
の
よ
う
な
課
税
の
違
い
は
正
当
化
が
困
難
で
あ
る
と
ド
イ
ツ
の
学
説
に
お
い
て
は
解
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
先
の
三
（
一
）

で
簡
単
に
通
覧
し
た
ド
イ
ツ
企
業
税
制
の
歴
史
的
展
開
も
併
せ
つ
つ
、
以
上
の
企
業
税
制
の
現
状
か
ら
本
稿
の
検
討
課
題
と
の
関
係
で
、

（
182
）

参
照
、
手
塚
・
前
掲
注
（
181
）
九
四
頁
。

（
183
）

こ
こ
で
の
個
人
は
、
法
人
へ
の
出
資
を
通
じ
て
、
そ
の
経
済
活
動
を
行
っ
て
い
る
と
い
う
仮
定
で
あ
る
。

（
184
）

Seer,R
om

an,D
iskussion,in:H

ey,Johanna
(H

rsg.)
,E

inkom
m

enserm
ittelung,K

öln
2011 ,S.278 .
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租
税
政
策
の
形
成
に
如
何
な
る
含
意
を
読
み
取
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
筆
者
と
し
て
は
、
目
下
の
と
こ
ろ
、
次
の
三
点
に
求
め
る
べ
き
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

一
に
、
税
制
改
正
は
二
元
主
義
を
前
提
と
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
、
特
に
、
法
人
税
率
の
引
き
下
げ
が
求
め
ら
れ
て
い
る
現
在
の
状

況
の
中
で
は
、
所
得
税
の
納
税
義
務
者
と
の
関
係
で
税
負
担
の
均
衡
は
ど
う
し
て
も
実
現
が
困
難
に
な
る
。
そ
こ
で
、
事
業
税
負
担
の
軽

減
を
行
っ
た
り
、
内
部
留
保
利
益
の
負
担
軽
減
を
行
っ
た
り
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
い
ず
れ
も
税
負
担
軽
減
と
い
う
点
で
は
法
人
税
負
担

と
の
調
整
と
い
う
思
考
を
見
い
出
す
こ
と
が
で
き
る
が
、
前
者
に
つ
い
て
は
、
ゲ
マ
イ
ン
デ
の
税
収
確
保
と
い
う
問
題
、
後
者
に
つ
い
て

は
、
負
担
軽
減
が
必
ず
し
も
十
分
で
は
な
い
と
い
う
別
の
問
題
も
生
じ
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、
こ
れ
は
、
法
人
税
率
の
引
き
下
げ
に
伴
う

所
得
税
率
の
引
き
下
げ
で
は
な
く
、
新
た
な
租
税
制
度
を
配
備
す
る
こ
と
に
伴
う
、
い
わ
ゆ
る
税
制
の
複
雑
性
の
増
加
を
招
来
し
て
い
る

と
言
っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
換
言
す
れ
ば
、
簡
素
と
の
相
克
で
あ
る
。

二
に
、
再
び
二
元
主
義
の
問
題
で
あ
る
が
、
二
元
主
義
が
も
た
ら
す
企
業
レ
ベ
ル
で
の
非
中
立
性
が
、
株
主
・
持
分
権
者
の
レ
ベ
ル
で

の
課
税
に
も
非
中
立
性
を
も
た
ら
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
特
に
、
株
主
・
持
分
権
者
を
個
人
と
し
た
場
合
に
は
、
不
平
等
の
発

生
で
も
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
法
人
に
つ
い
て
は
、
法
人
課
税
後
の
、
つ
ま
り
配
当
後
の
株
主
レ
ベ
ル
で
の
課
税
と
、
人
的
企
業
の
出
資

者
の
レ
ベ
ル
で
の
課
税
と
の
不
平
等
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
企
業
レ
ベ
ル
で
の
課
税
方
式
の
不
統
一
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
尤

も
、
租
税
政
策
の
分
析
を
行
う
に
際
し
て
、
企
業
レ
ベ
ル
と
株
主
・
持
分
権
者
レ
ベ
ル
と
を
同
一
の
俎
上
に
乗
せ
る
こ
と
自
体
に
議
論
の

余
地
は
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
既
に
見
た
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
議
論
は
そ
れ
を
行
う
の
で
あ
る
。
こ
の
根
拠
と
し
て
、

や
や
強
引
か
も
し
れ
な
い
が
、
推
測
す
る
に
、
企
業
活
動
は
法
人
で
あ
れ
、
人
的
企
業
で
あ
れ
、
株
主
・
出
資
者
の
投
資
か
ら
は
じ
ま
る

た
め
、
企
業
活
動
を
租
税
法
上
把
握
す
る
こ
と
は
そ
の
段
階
か
ら
辿
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
認
識
で
は
な
い
か
。
さ
ら
に
言
え
ば
、

企
業
活
動
は
、
出
資
後
、
配
当
、
さ
ら
に
は
企
業
の
廃
業
、
投
資
の
引
き
揚
げ
と
い
う
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
を
辿
る
の
で
あ
り
、
右
の
見
方
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9－企業課税の現状と再構築の可能性（三・完）（手塚）

は
そ
う
し
た
企
業
観
に
基
づ
く
企
業
お
よ
び
株
主
・
出
資
者
を
租
税
法
上
総
合
的
に
把
握
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
ろ
う（

185
）

。
以
上
を
踏
ま
え

て
、
改
め
て
言
え
ば
、
こ
の
よ
う
な
株
主
・
出
資
者
レ
ベ
ル
に
も
視
点
を
拡
張
す
る
こ
と
は
、
企
業
レ
ベ
ル
の
二
元
主
義
と
い
う
非
中
立

性
が
、
株
主
・
出
資
者
レ
ベ
ル
と
い
う
形
式
上
別
の
次
元
に
お
け
る
非
中
立
性
を
招
来
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
こ
れ
は
つ
ま

り
非
中
立
性
の
拡
大
で
あ
る
。
そ
し
て
、
前
叙
の
企
業
お
よ
び
出
資
者
の
総
合
的
把
握
と
い
う
立
場
か
ら
は
、
か
か
る
事
情
の
明
確
化
の

た
め
に
も
視
点
の
拡
大
は
必
要
で
あ
っ
た
と
考
え
う
る
。

そ
し
て
、
三
に
、
以
上
の
筆
者
の
考
え
る
と
こ
ろ
の
（
そ
し
て
ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
同
じ
で
あ
ろ
う
が
）
論
理
的
帰
結
は
二
元
主
義
の

克
服
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
但
し
、
こ
う
し
た
税
制
改
正
の
根
底
に
あ
り
、
企
業
税
制
の
非
中
立
性
の
根
本
的
原
因
で
あ
る
そ
う
し
た

二
元
主
義
の
克
服
が
な
さ
れ
な
い
こ
と
の
根
拠
は
次
の
（
３
）
に
お
い
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

（
３
）

法
人
税
改
革
論
と
そ
の
限
界
―
税
制
改
革
の
阻
害
要
因
―

ド
イ
ツ
法
人
税
法
に
係
る
理
論
に
つ
い
て
、
特
徴
的
で
あ
る
の
は
、
法
人
に
係
る
独
自
の
担
税
力
を
承
認
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
で

あ
っ
た
。
ド
イ
ツ
企
業
税
法
に
お
け
る
制
度
の
展
開
か
ら
見
て
、
私
法
上
の
人
格
の
有
無
を
ベ
ー
ス
に
し
て
課
税
方
式
の
割
振
り
を
行
っ

て
き
た
た
め
に
、
法
人
に
そ
れ
が
承
認
さ
れ
る
以
上
、
自
然
人
と
同
様
に
独
自
に
担
税
力
の
主
体
と
し
て
法
人
税
が
課
さ
れ
る
と
い
う
立

論
に
与
す
る
立
場
は
当
然
に
あ
り
え
よ
う
。
そ
れ
と
並
ん
で
、
こ
の
立
場
の
背
景
に
あ
る
も
の
を
推
測
す
る
と
す
れ
ば
、
企
業
課
税
に
お

け
る
法
形
態
の
中
立
性
へ
の
理
論
的
お
よ
び
実
際
的
要
請
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
既
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
企
業
税
は
歴
史
的
に

見
て
も
、
企
業
課
税
の
領
域
に
お
い
て
、
企
業
形
態
ご
と
に
課
税
方
式
が
異
な
る
二
元
主
義
が
妥
当
し
て
き
た
。
つ
ま
り
、
ド
イ
ツ
法
人

（
185
）

尤
も
、
右
の
私
見
に
も
現
段
階
で
は
留
保
が
必
要
か
も
し
れ
な
い
。
競
争
中
立
性
は
性
質
上
法
人
税
の
所
得
税
と
の
関
係
に
お
け
る
独
立
性
を
指
向
す
る

見
方
で
も
あ
る
と
言
い
う
る
た
め
、
も
し
、
そ
れ
を
強
調
す
る
な
ら
ば
、
こ
う
し
た
見
方
と
本
稿
で
見
た
競
争
中
立
性
と
が
整
合
性
を
ど
の
程
度
確
保
で
き

る
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
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税
法
の
問
題
点
と
し
て
指
摘
さ
れ
る
の
が
、
法
人
課
税
よ
り
も
や
や
視
点
を
拡
張
し
た
企
業
課
税
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
法
人
と
人
的
企
業

と
の
間
で
適
用
さ
れ
る
課
税
方
式
が
異
な
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
二
元
主
義
に
は
、
歴
史
的
経
緯
お
よ
び
実
際
的
要
因
が
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
と
と
も
に
租
税
政
策
の
公
準
で
あ
る
中
立
性
が
害
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
ド
イ
ツ
法
人

税
法
に
お
い
て
は
、
前
叙
の
よ
う
に
、
法
人
税
は
所
得
税
よ
り
独
立
し
、
法
人
税
率
に
つ
い
て
は
、
経
済
の
国
際
化
に
対
応
す
る
形
で
、

と
り
わ
け
近
時
は
引
き
下
げ
政
策
が
採
ら
れ
て
き
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
二
元
主
義
が
維
持
さ
れ
つ
つ
、
さ
ら
に
法
人
税
率
と
最
高
所
得
税

率
と
の
乖
離
が
広
が
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
企
業
税
法
の
内
部
に
お
い
て
税
負
担
が
大
幅
に
異
な
る
可
能
性
を
も
つ
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
し

て
、
学
説
の
一
部
は
そ
れ
を
非
中
立
的
な
租
税
制
度
と
し
て
論
難
し
、
そ
れ
ら
に
統
一
的
に
同
一
の
課
税
方
式
を
適
用
す
る
こ
と
を
提
案

し
た
。
そ
れ
自
体
に
つ
い
て
は
、
企
業
課
税
に
お
け
る
法
形
態
の
中
立
性
の
実
現
を
可
能
と
す
る
と
い
う
点
で
評
価
は
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
、
法
人
税
制
は
企
業
税
法
の
内
部
に
お
い
て
、
企
業
に
対
す
る
所
得
税
制
と
は
別
個
の
も
の
と
し
て
併
存
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
か
よ
う
な
二
元
主
義
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
そ
れ
に
対
す
る
強
い
理
論
的
根
拠
が
示
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
そ

れ
が
、
既
に
本
稿
で
も
示
さ
れ
た
、
中
立
性
の
要
請
を
憲
法
上
の
そ
れ
と
位
置
付
け
る
こ
と
で
あ
ろ
う
（
二
（
三
））。
す
な
わ
ち
、
中
立

性
の
基
準
は
、
周
知
の
よ
う
に
、
そ
も
そ
も
経
済
理
論
の
領
域
で
発
達
を
し
て
き
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
法
概
念
と
し
て
構
成
し
、

租
税
政
策
の
規
範
と
す
る
た
め
の
手
段
の
一
つ
が
憲
法
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
前
叙
の

Pezzer

教
授
の
言
明
が
そ
の
一
例
で
あ
る
（
二

（
三
）
１
）。
そ
し
て
そ
の
言
明
の
背
後
に
は
水
平
的
平
等
の
実
現
（
基
本
法
三
条
一
項
）
が
あ
る
の
で
あ
り
、
そ
の
主
張
は
極
め
て
強
固

な
理
論
的
基
盤
を
有
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
思
わ
る
。
そ
の
結
果
、
前
叙
の
ご
と
く
、
競
争
中
立
性
を
以
て
法
人
課
税
が
正
当
化
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
企
業
課
税
の
領
域
に
お
い
て
、
個
人
お
よ
び
人
的
会
社
の
み
に
、
そ
の
持
分
権
者
に
で
は
あ
る
が
、
所
得

課
税
が
な
さ
れ
る
の
で
、
同
じ
く
企
業
活
動
を
行
う
法
人
に
つ
い
て
も
課
税
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
両
者
間
の
中
立
性
を
実
現
す
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
法
人
に
独
自
の
担
税
力
を
承
認
す
る
と
い
う
立
場
の
理
論
的
意
義
も
右
の
点
に
見
出
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
の
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か
も
し
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
法
人
に
担
税
力
を
承
認
す
れ
ば
、
そ
こ
に
課
税
が
さ
れ
る
こ
と
が
理
論
的
に
要
求
さ
れ
る
。
加
え
て
、
仮

の
担
税
力
と
い
う
立
論
も
あ
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
転
嫁
が
生
じ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
法
人
が
法
人
税
を
実
質
的
に
負
担
し
て
い
な
い
場

合
も
あ
ろ
う
し
、
ま
た
は
、
配
当
が
な
さ
れ
れ
ば
、
配
当
所
得
税
が
株
主
に
課
さ
れ
る
際
に
、
二
重
課
税
の
調
整
が
行
わ
れ
、
結
局
は
株

主
の
も
と
で
生
じ
る
所
得
税
負
担
は
他
の
所
得
分
類
に
当
て
は
ま
る
も
の
と
あ
る
程
度
同
一
に
な
る
結
果
、
法
人
税
負
担
は
所
得
税
の
前

取
り
に
な
り
、
法
人
に
対
す
る
独
自
の
法
人
税
の
意
義
を
否
定
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。
こ
の
立
場
は
、
そ
れ
故
、
か
よ
う
な
立
論
に
理

論
的
に
対
抗
す
る
た
め
、
転
嫁
・
配
当
が
な
さ
れ
る
前
の
、
仮
の
も
の
で
は
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
敢
え
て
独
自
の
担
税
力
を
承
認
す

る
立
場
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
仮
の
担
税
力
と
い
う
立
場
は
、
法
人
所
得
に
係
る
か
よ
う
な
性

格
・
特
色
を
も
斟
酌
し
て
、
い
わ
ゆ
る
法
人
税
に
お
け
る
法
人
の
投
資
媒
体
観
を
肯
定
し
つ
つ
も
、
中
立
性
の
実
現
と
い
う
前
叙
の
目
的

論
に
配
慮
す
る
が
故
に
中
立
性
の
実
現
と
い
う
法
人
に
独
自
の
担
税
力
を
承
認
す
る
い
わ
ば
折
衷
的
な
立
場
で
あ
る
と
位
置
づ
け
る
こ
と

が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
同
じ
く
前
叙
の
よ
う
に
、
競
争
中
立
性
は
実
定
企
業
税
法
に
お
い
て
は
首
尾
一
貫
し
た
形
で
は
実
現
さ

れ
て
い
な
い
。
そ
し
て
、
本
章
（
二
）
で
通
覧
し
た
従
来
の
法
人
税
・
企
業
課
税
の
改
革
案
に
つ
い
て
も
、
と
り
わ
け
二
元
主
義
の
克
服

に
繋
が
る
よ
う
な
提
案
は
実
現
さ
れ
て
は
い
な
い
。
そ
も
そ
も
ド
イ
ツ
租
税
法
学
に
お
い
て
は
、
憲
法
上
の
原
則
の
首
尾
一
貫
性
を
保
っ

た
上
で
の
租
税
制
度
の
設
計
と
い
う
理
論
的
基
盤
は
提
供
さ
れ
て
い
る（

186
）

。
例
え
ば
、
前
叙
のPezzer

教
授
の
言
明
も
か
よ
う
な
立
場
を
背

景
の
一
つ
と
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
、
学
説
に
よ
る
二
元
主
義
の
克
服
に
向
け
た
知
的
営
為
が
あ
る
が
、
現
実
の
税

制
改
革
は
そ
れ
に
必
ず
し
も
応
え
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
要
因
に
つ
い
て
こ
こ
で
（
１
）
を
踏
ま
え
た
形
で
も
う
一
度
示
し

（
186
）

例
え
ば
、H

ey,Johanna,in
:T

ipke,K
laus

/Joachim
L

ang
(H

rsg.)
,Steuerrecht21 .A

ufl.,K
öln
2013 ,§

3
R

z.118 ff.

001　手塚先生_縦  14.3.17 1:08 PM  ページ 11



広島法学　37 巻３号（2014 年）－12

て
お
き
た
い
。

一
に
、
租
税
政
策
を
論
ず
る
際
の
現
実
的
問
題
と
し
て
の
税
収
確
保
の
必
要
性
が
あ
る
。
こ
の
点
、
近
時K

irchhof

教
授
に
よ
り
提
唱

さ
れ
た
所
得
税
のFlat

T
ax

化
に
着
目
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
提
案
は
具
体
的
に
は
所
得
税
法
に
お
け
る
事
業
所
得
等
の
稼
得
者
に
係
る

事
業
等
お
よ
び
法
人
税
の
納
税
義
務
者
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
租
税
法
人
と
し
て
再
構
成
し
、
新
た
な
納
税
義
務
者
の
類
型
を
構
築
し
て
い

る
。
そ
し
て
、
租
税
法
人
に
は
一
律
に
二
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
法
人
税
を
課
し
、
仮
に
株
主
あ
る
い
は
出
資
者
に
配
当
等
が
行
わ
れ
て
も
、

そ
の
受
領
者
の
も
と
で
は
所
得
税
を
課
さ
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
ド
イ
ツ
企
業
税
法
に
お
い
て
問
題
視
さ
れ
て

い
る
い
わ
ゆ
る
二
元
主
義
を
克
服
し
、
法
形
態
の
中
立
性
を
実
現
す
る
も
の
と
し
て
積
極
的
に
評
価
す
る
こ
と
も
不
可
能
で
は
な
い
が
、

し
か
し
、
実
際
上
は
採
用
し
得
な
い
と
い
う
評
価
が
あ
る
。
何
故
な
ら
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
国
家
像
と
し
て
社
会
国
家
が
想
定
さ
れ
て

お
り
、
所
論
の
提
案
す
る
租
税
法
人
の
よ
う
に
従
来
所
得
税
の
納
税
義
務
者
で
あ
っ
た
者
を
す
べ
て

Flat

税
率
の
適
用
対
象
と
す
れ
ば
税

収
の
喪
失
に
よ
り
社
会
国
家
と
し
て
求
め
ら
れ
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
実
効
的
に
行
い
得
な
く
な
る
か
ら
で
あ
る（

187
）

。
尤
も
所
得
税
率

に
着
目
す
る
と
、
累
進
税
率
と
す
る
か
、
比
例
税
率
と
す
る
か
に
つ
い
て
一
概
に
は
選
択
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
む
し
ろ
そ
れ
は
政
治

的
妥
協
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
さ
れ
る（

188
）

。
換
言
す
れ
ば
、
一
義
的
に
所
得
税
率
の
あ
り
よ
う
を
法
的
観
点
か
ら
決
定

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る（

189
）

。
こ
の
ド
イ
ツ
租
税
法
学
の
指
摘
に
拠
れ
ば
、
所
得
税
率
の
構
築
は
政
治
的
影
響

（
187
）

H
ey,in

:T
ipke

/L
ang

(H
rsg.)

,Steuerrecht(Fn.186 )
,§
7

R
z.86 .

（
188
）

B
irk,D

ieter,D
as

L
eistungsfähigkeitsprinzip

als
M

aßstab
der

Steuernorm
en

:
ein

B
eitrag

zu
den

G
rundfragen

des
V

erhältnisses
Steuerrecht

und

V
erfassungsrecht,K

öln
1983 ,S.294 .

（
189
）

T
ipke,StR

O
2

(Fn.48 )
,S.840

;L
ang,Joachim

u.a.,K
ölner

E
ntw

urf
eines

E
inkom

m
ensteuergesetzes,K

öln
2005 ,R

z.29 .

そ
の
他
に
も
、
手
塚
貴

大
「
所
得
税
率
の
比
例
税
率
化
の
可
能
性
―
ド
イ
ツ
所
得
税
法
に
お
け
る
議
論
の
一
端
―
」
税
法
学
五
六
四
号
九
九
頁
以
下
。
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力
の
も
と
、
大
き
な
柔
軟
性
を
以
て
決
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

そ
れ
に
関
連
し
て
、
次
に
、
企
業
活
動
を
行
う
所
得
税
の
納
税
義
務
者
に
係
る
税
負
担
の
問
題
が
あ
り
う
る
。
す
な
わ
ち
、
既
に
二

（
三
）
３
で
触
れ
た
よ
う
に
、
法
人
税
率
よ
り
も
低
い
所
得
税
率
の
適
用
を
受
け
る
納
税
義
務
者
に
つ
い
て
は
、
自
身
に
法
人
課
税
が
適

用
さ
れ
る
こ
と
は
税
負
担
の
面
で
不
利
と
な
ろ
う（

190
）

。
こ
の
場
合
に
は
、
や
は
り
政
治
的
に
前
叙
の
よ
う
に
企
業
活
動
を
展
開
す
る
所
得
税

納
税
義
務
者
に
一
律
に
法
人
課
税
を
適
用
す
る
税
制
改
革
は
、
前
叙
の
よ
う
に
学
説
に
よ
る
強
い
要
請
が
繰
り
返
さ
れ
つ
つ
も
、
実
現
し

難
い
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る（

191
）

。
こ
れ
は
、
前
叙
の
ご
と
く
、
競
争
中
立
性
の
言
明
に
係
る
実
践
的
限
界
と
理
解
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

但
し
、
こ
の
筆
者
に
よ
る
仮
説
的
言
明
は
、
所
得
税
率
が
法
人
税
率
よ
り
も
高
い
が
ゆ
え
に
、
最
高
所
得
税
率
よ
り
も
低
い
税
率
で
従

来
の
所
得
税
の
納
税
義
務
者
に
課
税
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
よ
る
税
収
喪
失
可
能
性
と
い
うK

irchhof

教
授
のFlat

T
ax

に
係
る
批
判
的
言

明
と
は
必
ず
し
も
両
立
し
な
い
面
が
あ
る
に
せ
よ
、
そ
れ
は
あ
る
種
の
一
般
的
批
判
で
あ
り
、
筆
者
の
仮
定
で
示
し
た
よ
う
な
法
人
税
率

よ
り
も
低
い
所
得
税
率
の
適
用
を
受
け
る
納
税
義
務
者
も
な
お
存
在
す
る
は
ず
で
あ
る
。
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
う
し
た
属
性
を
持
つ
納
税

義
務
者
の
租
税
政
策
の
選
択
に
つ
い
て
の
政
治
過
程
に
お
け
る
立
ち
位
置
は
所
得
課
税
の
維
持
で
あ
ろ
う
。

二
に
、
立
法
者
の
判
断
余
地
が
大
き
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
如
実
に
現
れ
て
い
る
の
が
、
先
に
挙
げ
た
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
決
定

自
体
に
お
い
て
、
立
法
者
が
、
企
業
税
制
の
構
築
を
す
る
に
際
し
て
、
私
法
上
の
法
形
態
を
基
準
に
す
る
こ
と
自
体
は
、
憲
法
は
禁
止
し

（
190
）

な
お
、
本
文
中
で
述
べ
た
こ
と
に
つ
き
、Schreiber,

U
lrich

/
C

hristoph
Spengel,

A
llgem

eine
U

nternehm
enssteuer

und
D

uale
E

inkom
m

ensteuer,

B
F

uP
2006 ,

275 ff.,
282

に
は
、
Ａ
Ｕ
Ｓ
の
採
用
に
よ
る
分
離
原
則
の
拡
張
に
よ
っ
て
、
本
文
中
の
問
題
が
生
じ
る
と
解
さ
れ
る
記
述
が
あ
る
。
む
し
ろ
、

人
的
会
社
の
第
三
者
に
対
す
る
債
務
に
つ
い
て
は
、
そ
の
持
分
権
者
に
帰
属
さ
せ
る
べ
き
と
す
ら
言
う
（Schreiber

/Spengel,a.a.O
.,283

）。
こ
れ
は
、
Ａ

Ｕ
Ｓ
の
採
用
に
一
定
の
歯
止
め
を
か
け
る
議
論
で
あ
ろ
う
。

（
191
）

し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
税
制
改
革
に
係
る
政
治
的
困
難
に
つ
き
、
一
般
的
に
は
、
参
照
、D

ziadkow
ski,

D
ieter,

K
arlsruher

G
rundfreibetrag-ein

R
echenfehler?,B

B
2001 ,1765 .
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て
い
な
い
、
と
す
る
こ
と
で
あ
る

（
192
）

。
こ
れ
に
基
づ
き
、
一
方
で
、
企
業
税
制
の
複
雑
化
の
根
本
的
要
因
で
あ
る
二
元
主
義
の
克
服
は
法
的

に
は
要
請
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
な
り
、
他
方
で
、
中
立
性
の
原
則
の
実
現
は
憲
法
上
の
要
請
と
さ
れ
て
い
る
と
い
う
一
見
奇
妙
な
状
態

が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
二
元
主
義
を
ベ
ー
ス
と
し
つ
つ
、
中
立
的
な
租
税
制
度
の
構
築
が
追
求
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、
本
稿
で

実
証
的
に
見
た
よ
う
な
、
複
雑
か
つ
中
途
半
端
な
税
制
改
革
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
換
言
す
れ
ば
、

法
人
税
制
の
詳
細
な
点
に
つ
い
て
ま
で
憲
法
等
で
規
律
づ
け
る
こ
と
は
目
下
の
租
税
法
理
論
で
は
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
憲
法
上
の

原
則
の
首
尾
一
貫
し
た
実
施
は
、
現
実
に
は
、
困
難
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
前
叙
の
法
人
税
率
の
設
定
に
つ
い
て
も
当
て

は
ま
る
（
三
（
一
）
１
、
同
（
二
）
２
（
１
））。
こ
の
点
に
、
学
説
に
よ
る
二
元
主
義
克
服
の
た
め
の
税
制
改
革
案
に
対
し
て
、
立
法
が

ま
っ
た
く
対
応
し
な
い
こ
と
、
ひ
い
て
は
す
る
必
要
の
な
い
こ
と
の
重
要
な
根
拠
の
一
つ
が
あ
る
と
推
論
可
能
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
こ
こ
で
改
め
て
敷
衍
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
も
こ
れ
は
一
般
論
と
し
て
次
に
述
べ
る
よ
う
な
意
味
で
税
制
改
革

の
基
礎
理
論
お
よ
び
租
税
政
策
の
形
成
理
論
に
つ
い
て
極
め
て
重
要
な
示
唆
を
与
え
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る（

193
）

。
す
な
わ
ち
、
ド
イ
ツ
租
税

法
学
に
お
い
て
議
論
さ
れ
る
租
税
原
則
は
単
に
そ
の
基
本
的
属
性
と
し
て
法
的
な
意
味
で
の
規
範
的
言
明
を
擁
す
る
も
の
で
は
な
い
そ
う

し
た
税
制
改
革
の
基
準
と
性
質
決
定
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
憲
法
に
そ
の
根
拠
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
同
時
に
憲
法
上
の
原
則

と
し
て
改
め
て
読
み
替
え
ら
れ
議
論
の
展
開
が
な
さ
れ
る
。
そ
の
結
果
租
税
制
度
の
設
計
は
憲
法
上
の
原
則
を
具
体
化
し
つ
つ
行
わ
れ
る

作
業
で
あ
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
こ
で
し
ば
し
ば
言
わ
れ
る
の
は
憲
法
上
の
原
則
と
し
て
の
租
税
原
則
は
実
際
に
は
純
化
し
た
形
態
で
は

実
施
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
背
後
に
は
租
税
政
策
の
特
質
（
尤
も
、
確
認
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
こ
れ
は
公
共
政
策
一

般
に
つ
い
て
認
め
ら
れ
る
共
通
の
特
質
と
推
測
可
能
で
あ
る
。）
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
税
務
執
行
の
考
慮
で
あ
る
。
す
な
わ

（
192
）

前
掲
注
（
61
）
の
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
決
定
。

（
193
）

こ
の
点
、
詳
細
は
既
に
、
手
塚
・
前
掲
注
（
180
）
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
で
述
べ
た
。
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15－企業課税の現状と再構築の可能性（三・完）（手塚）

ち
、
例
え
ば
、
こ
こ
で
法
人
税
に
係
る
議
論
を
離
れ
、
所
得
概
念
論
に
立
ち
返
る
な
ら
ば
、
現
実
の
所
得
税
制
の
構
築
が
包
括
的
所
得
概

念
を
理
論
的
基
盤
と
し
て
い
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
い
わ
ゆ
る
市
場
所
得
が
そ
の
基
底
に
存
在
す
る
こ
と
、
そ
し
て
消

費
型
所
得
概
念
が
現
在
の
所
得
概
念
論
の
到
達
点
と
見
な
さ
れ
て
い
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
そ
れ
が
ご
く
部
分
的
に
の
み
実
現
さ
れ
る
結
果
、

い
わ
ゆ
るH

ybrid

型
所
得
税
が
構
築
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
は
、
現
実
の
租
税
制
度
の
設
計
は
税
務
執
行
と
い
う
租

税
制
度
の
実
行
可
能
性
が
確
保
さ
れ
た
上
で
な
さ
れ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
こ
と
を
示
す
の
で
あ
っ
て
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
が
立
法
者
の

立
法
活
動
に
つ
き
前
叙
の
ご
と
き
広
い
裁
量
を
認
め
る
こ
と
の
根
拠
は
、
租
税
原
則
の
純
粋
な
実
施
は
租
税
制
度
に
係
る
現
実
的
機
能
性

を
失
わ
し
め
る
と
い
う
そ
の
属
性
に
対
す
る
配
慮
で
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

ま
た
、
以
上
を
前
提
に
法
人
税
制
も
併
せ
考
え
れ
ば
、
次
の
こ
と
が
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
例
え
ば
、
二
元
主
義
が
容
易
に

捨
て
ら
れ
な
い
以
上
、
そ
れ
を
前
提
に
租
税
制
度
は
構
築
さ
れ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
①
二
重
課
税
の
排
除
の
際
に
、
法
人
税
率
を
引
き
下

げ
、
所
得
課
税
の
際
に
、
二
分
の
一
の
所
得
免
除
ま
た
は
一
部
分
の
免
除
の
い
ず
れ
か
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
そ
れ
を
一
定
の
方
法
で
調

整
を
す
る
こ
と
に
す
れ
ば
、
法
人
税
率
の
引
き
下
げ
は
可
能
と
な
る
。
ド
イ
ツ
法
人
税
法
の
展
開
に
つ
い
て
見
た
よ
う
に
、
二
分
の
一
所

得
免
除
方
式
、
部
分
免
除
方
式
に
お
け
る
よ
う
な
大
幅
な
法
人
税
率
の
引
き
下
げ
は
、
法
人
税
率
の
引
き
下
げ
競
争
と
い
う
情
勢
の
も
と

で
は
、
あ
り
う
る
租
税
政
策
で
あ
ろ
う
し
、
と
り
わ
け
イ
ン
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
方
式
に
お
け
る
い
く
つ
か
の
欠
陥
と
二
分
の
一
所
得
免
除

方
式
の
導
入
と
が
関
係
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
法
人
税
率
の
大
幅
な
引
き
下
げ
は
そ
の
結
果
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
②
法
人
税
率
の
大
幅
な

引
き
下
げ
を
通
じ
て
、
部
分
的
な
投
資
所
得
の
課
税
繰
延
が
可
能
と
な
る
。
こ
れ
は
所
得
税
制
の
側
か
ら
見
れ
ば
、
前
叙
の

H
ybrid

型

の
所
得
税
制
の
構
築
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
二
元
主
義
と
い
う
制
度
的
与
件
の
も
と
で
は
、
法
人
税
率
の
引
き
下
げ
を
企
図
す
れ
ば
、

二
重
課
税
の
排
除
措
置
も
併
せ
て
、
現
行
の
ド
イ
ツ
法
人
税
制
・
所
得
税
制
に
お
け
る
よ
う
な
租
税
制
度
が
構
築
さ
れ
る
こ
と
も
あ
な
が

ち
不
合
理
で
は
な
い
と
見
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
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三
に
、
そ
れ
に
関
連
し
て
、
租
税
制
度
お
よ
び
財
政
制
度
の
複
層
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
企
業
税
法
に
お
い
て
は
、
特
に
、
憲
法

で
承
認
さ
れ
た
事
業
税
の
存
在
が
そ
の
典
型
例
で
あ
る
。
ゲ
マ
イ
ン
デ
に
と
っ
て
事
業
税（

194
）

は
重
要
な
税
収
源
で
あ
る
た
め
、
そ
れ
を
廃
止

す
る
こ
と
に
は
抵
抗
が
あ
り
う
る
。
そ
の
結
果
、
企
業
活
動
の
う
ち
事
業
性
を
有
す
る
も
の
に
つ
い
て
税
負
担
は
や
や
高
め
と
な
る
。
そ

し
て
、
そ
れ
に
対
応
す
る
租
税
制
度
も
複
雑
化
す
る
（
直
前
の
（
２
））。

以
上
の
３
点
に
限
っ
て
み
て
も
、（
連
邦
制
国
家
内
に
お
け
る
各
政
府
に
係
る
）
税
収
確
保
の
必
要
性
、
政
治
的
抵
抗
、
法
理
論
が
厳

格
に
税
制
改
革
を
規
律
づ
け
る
こ
と
が
な
い
こ
と
が
、
税
制
改
革
を
阻
む
要
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
う
る
。
こ
の
点
、
第
二
の
政
治
的
抵
抗

を
除
い
て
考
え
る
と
（
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
そ
の
性
質
上
、
租
税
特
別
措
置
に
係
る
既
得
権
保
持
の
圧
力
と
い
う
議
論
が
妥
当
す
る
場
面

で
あ
ろ
う
。）、
税
収
確
保
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
、
租
税
制
度
自
体
に
要
請
さ
れ
る
機
能
か
ら
す
れ
ば
当
然
で
あ
る
の
と
同
時
に
、
税
負

担
の
水
準
を
一
律
に
決
定
づ
け
る
法
理
論
が
な
い
こ
と
に
起
因
し
て
お
り
、
ま
た
、
平
等
原
則
違
反
の
認
定
お
よ
び
そ
の
正
当
化
に
つ
い

て
は
、
租
税
政
策
の
形
成
に
際
し
て
は
社
会
経
済
情
勢
に
応
じ
て
税
負
担
の
水
準
を
操
作
す
る
必
要
が
認
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
、
税
収
確
保

の
要
請
に
つ
い
て
論
じ
た
の
と
同
様
に
、
税
負
担
の
水
準
を
法
的
に
一
律
に
決
定
づ
け
、
不
変
の
も
の
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え

ら
れ
る
。
要
す
る
に
、
こ
れ
ら
の
複
数
の
要
因
の
存
在
が
示
唆
す
る
と
こ
ろ
は
、
租
税
制
度
、
ひ
い
て
は
財
政
制
度
も
含
め
て
、
そ
う
し

た
制
度
内
部
に
税
制
改
革
を
阻
む
要
因
が
あ
り
う
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

（
194
）

本
稿
で
は
特
に
触
れ
る
こ
と
を
し
な
い
が
、
企
業
税
法
に
お
け
る
事
業
税
の
問
題
は
従
前
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
事
業
税
が
企
業
活
力
を
削
い
で
い
る
、
あ

る
い
は
税
制
の
複
雑
性
を
招
来
し
て
い
る
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
な
お
、Schlick
氏
の
整
理
に
よ
る
と
、
実
質
的
に
事
業
税
は
所
得
税
か
ら
控
除
で
き
る
た

め
、
事
業
税
の
減
税
が
所
得
税
の
増
税
を
も
た
ら
し
、
法
人
税
と
所
得
税
と
の
負
担
を
調
整
す
る
際
に
は
、
事
業
税
を
も
斟
酌
し
つ
つ
、
か
よ
う
な
作
業
が

必
要
と
さ
れ
る
と
い
う
問
題
点
も
指
摘
で
き
る
。
参
照
、Schlick

(Fn.138 )
,W

irtschaftsdienst2005 ,589 .

さ
ら
に
は
、H

ey,Johanna,Perspektiven
der

U
nternehm

ensbesteuerung
:G

ew
erbesteuer

‐G
ruppenbesteuerung

‐V
erlustverrechnung

‐G
ew

innerm
ittling,StuW

20011 ,131 ff.
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加
え
て
、
一
般
論
に
振
れ
る
き
ら
い
は
あ
る
が
、
右
の
こ
と
に
付
言
す
る
な
ら
ば
、
三
（
一
）
１
、
２
に
お
い
て
若
干
触
れ
た
と
こ
ろ

で
も
あ
る
が
、
法
人
の
税
負
担
を
決
定
づ
け
る
税
目
は
法
人
税
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
複
数
あ
る
。
さ
ら
に
は
人
的
企
業
と
の

中
立
性
の
確
保
ま
で
も
視
野
に
入
れ
る
と
、
企
業
形
態
ご
と
に
個
々
の
税
目
の
課
税
方
式
ま
で
も
が
異
な
り
う
る
。
か
よ
う
な
個
々
の
税

目
も
独
自
に
課
税
根
拠
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
例
え
ば
中
立
性
の
確
保
を
企
図
し
て
そ
う
し
た
税
目
の
改
廃
を
行
う
税
制
改
革
を

実
施
す
る
際
に
は
、
そ
う
し
た
課
税
根
拠
と
税
制
改
革
の
目
的
と
が
相
克
し
う
る
の
で
あ
る（

195
）

。

四
に
、
以
上
を
前
提
と
す
れ
ば
、
と
り
わ
け
、
第
一
点
と
第
三
点
の
内
容
は
、
い
わ
ば
租
税
政
策
の
形
成
過
程
に
お
け
る
利
害
関
係
者

に
よ
るR

ent-seeking

が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
よ
う
。
ま
た
第
二
点
に
つ
い
て
も
、
そ
う
し
た
租
税
立
法
者
に
対
す
る
法
的
規

律
の
緩
さ
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
結
果
と
し
て
政
策
形
成
過
程
に
お
い
てR

ent-seeking

を
可
能
と
す
る
制
度
的
素
地
が
あ
る
こ

と
を
示
し
て
い
る
も
の
と
言
え
よ
う
。

（三）

課
税
方
式
の
識
別
―
制
度
課
税
か
、
個
人
（
出
資
者
）
課
税
か
―

１
　
法
形
態
と
課
税
方
式
―
株
主
に
と
っ
て
の
法
人
は
何
か
と
い
う
視
点
―

法
人
の
課
税
方
式
を
決
定
付
け
る
要
因
と
し
て
法
人
が
株
主
に
と
っ
て
如
何
な
る
存
在
で
あ
る
か
と
い
う
視
点
が
あ
る
こ
と
は
既
に
述

べ
た
。
す
な
わ
ち
、
①
法
人
は
株
主
の
追
求
す
る
目
的
と
同
じ
目
的
を
追
求
す
る
、
換
言
す
れ
ば
、
端
的
に
は
、
株
主
は
法
人
と
い
う
媒

体
を
通
じ
て
利
益
獲
得
と
い
う
目
的
を
追
求
す
る
の
で
あ
る
の
か
、
②
法
人
は
株
主
の
目
的
と
は
異
な
る
独
自
の
目
的
を
追
求
す
る
存
在

（
195
）

そ
う
し
た
課
税
根
拠
が
税
制
改
革
時
に
失
わ
れ
て
い
れ
ば
、
本
文
中
で
述
べ
た
よ
う
な
改
廃
に
問
題
は
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
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で
あ
る
の
か
、
③
法
人
は
株
主
の
利
益
お
よ
び
独
自
の
利
益
の
両
方
を
追
求
す
る
存
在
で
あ
る
の
か
、
と
い
う
複
数
の
視
点
が
あ
り
う
る
。

①
で
あ
れ
ば
、
法
人
と
株
主
と
の
あ
る
程
度
の
一
体
性
が
承
認
さ
れ
、
出
資
者
課
税
と
な
る
か
、
ま
た
は
、
法
人
課
税
・
所
得
課
税
に
つ

い
て
一
定
の
調
整
、
す
な
わ
ち
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
だ
と
い
う
結
論
が
導
か
れ
や
す
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
②
で
あ
れ
ば
、

法
人
課
税
の
独
自
性
が
承
認
さ
れ
、
③
に
よ
る
と
前
二
者
の
折
衷
的
な
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
し
か
し
例
え
ば
株
主
数
が
少
な
い

等
の
事
情
か
ら
法
人
の
規
模
が
小
さ
い
と
し
た
場
合
に
、
確
か
に
当
該
法
人
は
株
主
の
利
益
を
追
求
す
る
目
的
を
有
し
て
い
る
と
い
う
推

論
は
働
く
で
あ
ろ
う
。
ま
た
そ
の
逆
も
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
そ
う
す
る
と
法
人
の
目
的
に
よ
る
課
税
方
式
の
識
別
と
い
う
基
準
を
具
体
的

に
は
法
人
の
規
模
で
置
き
換
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
し
か
し
右
の
議
論
が
あ
ら
ゆ
る
ケ
ー
ス
に
あ
て
は
ま
る
と
い
う
確
た
る
根
拠
は
な
い

し
、V

ogt

氏
の
調
べ
に
よ
る
と
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
株
式
市
場
に
お
い
て
機
関
投
資
家
の
ウ
ェ
イ
ト
が
そ
れ
な
り
に
あ
り
、
ま
た
第
三
者

に
よ
る
会
社
支
配
を
防
止
す
る
目
的
で
の
株
式
持
合
の
現
象
が
見
ら
れ
る
と
い
う（

196
）

。
つ
ま
り
法
人
の
目
的
は
右
の
三
者
の
い
ず
れ
で
あ
る

か
一
概
に
明
ら
か
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
右
の
目
的
論
の
み
を
以
て
課
税
方
式
を
論
ず
る
の
は
理
論
的
に
は
不
十
分
な
も
の
で
あ
る
と

言
え
よ
う
。
株
主
の
側
か
ら
見
て
、
法
人
の
目
的
は
必
ず
し
も
前
叙
の
①
な
い
し
③
に
お
さ
ま
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
故
、
課
税
方
式
に

つ
い
て
は
法
人
の
目
的
と
は
異
な
る
別
の
基
準
が
提
案
さ
れ
る
可
能
性
が
探
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
こ
の
点
、
例
え
ば
、W

agner

教

授
に
よ
り
指
摘
さ
れ
る
企
業
課
税
の
あ
り
方
を
論
ず
る
際
に
は
執
行
コ
ス
ト
と
い
う
視
点

（
197
）

が
現
実
の
制
度
設
計
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て

い
る
。
本
稿
で
も
随
所
に
示
し
た
が
、
法
人
課
税
が
法
人
格
の
所
在
を
基
準
と
し
て
構
築
さ
れ
る
必
要
は
必
ず
し
も
な
い
と
い
う
立
場
は

（
196
）

V
ogt,N

eutralität(Fn.65 )
,S.56 f.

（
197
）

W
agner,Franz

F.,R
echtsform

neutralitätder
U

nternehm
ensbesteuerung

:E
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zw
eifelhaftes

Z
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rsg.)
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R
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der
U

nternehm
ensbesteuerung

:
V
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W

ege
diskutieren

B
eiträge

zu
R

ingveranstaltung
an

der
U

nversität
G
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m

ersem
ester2006 ,G
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と
り
わ
け
重
要
で
あ
る
。
こ
の
立
場
を
敷
衍
す
れ
ば
、
ド
イ
ツ
法
人
税
法
に
係
る
問
題
は
解
決
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
例
え
ば
、L

ang

教

授
ら
に
よ
る
前
叙
の
提
案
の
評
価
で
き
る
点
は
、
そ
れ
が
、
法
人
格
の
所
在
が
企
業
課
税
の
あ
り
よ
う
を
決
定
づ
け
る
も
の
で
は
必
ず
し

も
な
い
と
い
う
こ
と
を
示
し
、
理
論
的
に
租
税
政
策
の
選
択
肢
を
広
げ
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
立
場
を
敷
衍
す
る

と
、
企
業
課
税
の
あ
り
よ
う
と
し
て
、
法
人
お
よ
び
非
法
人
に
係
る
二
元
主
義
が
克
服
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
別
途
の
基
準
を
以
て
企
業
課

税
の
あ
り
よ
う
を
決
定
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

本
稿
は
一
応
ド
イ
ツ
の
議
論
を
斟
酌
し
て
法
人
に
も
仮
の
担
税
力
を
承
認
す
る
立
場
を
参
照
し
て
い
る
た
め
、
確
か
に
法
人
課
税
が
行

わ
れ
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
が
、
し
か
し
あ
く
ま
で
も
仮
の
担
税
力
で
あ
る
が
ゆ
え
に
株
主
の
も
と
で
の
個
人
所
得
課
税
が
行
わ
れ
る
際

に
そ
の
前
段
階
の
法
人
税
負
担
が
一
定
程
度
調
整
さ
れ
る
必
要
が
生
ず
る
と
い
う
帰
結
に
も
行
き
着
く
。
以
上
に
述
べ
た
事
項
を
問
題
提

起
と
し
て
ま
と
め
る
と
、
注
（
197
）
のW

agner

教
授
の
文
献
を
参
考
に
、
次
に
検
討
す
る
よ
う
に
制
度
（
法
人
・
企
業
）
に
課
税
す
る

か
、
ま
た
は
出
資
者
に
課
税
す
る
か
、
あ
る
い
は
そ
の
中
間
を
採
り
両
段
階
で
の
税
負
担
に
つ
い
て
一
定
程
度
調
整
を
す
る
か
の
選
択
が

必
要
と
な
る
。
そ
の
際
基
準
と
な
る
の
は
主
に
先
に
も
言
及
し
た
課
税
の
執
行
コ
ス
ト
等
で
あ
る
。

２
　
課
税
方
式
の
諸
類
型

（
１
）

制
度
課
税
と
個
人
（
出
資
者
）
課
税

結
局
企
業
課
税
に
関
し
て
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
そ
の
改
革
論
に
つ
き
企
業
の
規
模
を
基
準
と
し
て
、
実
定
法
上
は
一
見
私
法
に
準
拠
し

て
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
。
両
者
の
い
ず
れ
の
基
準
が
妥
当
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
前
者
の
ほ
う
が
比
較
的
優
れ
て
い
る
と
言
え
る

か
も
し
れ
な
い
。
何
故
な
ら
租
税
制
度
の
構
築
の
も
と
で
経
済
的
実
態
を
斟
酌
す
る
と
い
う
要
請
を
前
者
は
よ
く
汲
ん
で
い
る
か
ら
で
あ

る
。
し
か
し
企
業
を
観
察
・
検
討
す
る
に
つ
き
ド
イ
ツ
租
税
法
学
は
大
ま
か
に
は
企
業
と
そ
の
出
資
者
と
い
う
二
当
事
者
を
そ
の
視
野
に

入
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
企
業
課
税
を
考
え
る
際
に
は
企
業
お
よ
び
出
資
者
に
つ
い
て
企
業
段
階
で
課
税
関
係
を
終
了
さ
せ
る
か
、
ま
た
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は
企
業
段
階
で
の
課
税
を
行
わ
ず
出
資
者
段
階
で
の
課
税
を
考
え
る
か
、
あ
る
い
は
企
業
お
よ
び
出
資
者
の
二
段
階
課
税
を
考
え
る
か
、

と
い
う
考
え
ら
れ
う
る
課
税
方
式
を
、
企
業
の
経
済
的
実
態
あ
る
い
は
法
形
態
を
根
拠
に
選
択
す
る
こ
と
に
な
る
。

右
の
事
情
を
大
ま
か
に
ま
と
め
る
と
企
業
課
税
の
企
業
と
い
う
制
度
に
課
税
す
る
か
、
出
資
者
と
い
う
個
人
に
課
税
す
る
か
と
い
う
選

択
肢
の
う
ち
い
ず
れ
が
課
税
方
式
と
し
て
妥
当
か
と
い
う
問
い
に
関
す
る
分
析
を
行
う
こ
と
と
な
ろ
う
。

W
agner

教
授
に
よ
る
と
、
確
か
に
、
法
人
と
人
的
企
業
に
対
す
る
課
税
方
式
を
完
全
に
一
致
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
点
で
、

中
立
性
は
実
現
で
き
な
い
が
、
し
か
し
、
そ
の
他
に
も
中
立
性
の
基
準
を
以
て
制
度
設
計
を
論
ず
る
余
地
が
あ
る
と
い
う
。
ま
ず
、
所
論

は
制
度
課
税
お
よ
び
個
人
課
税
（
人
的
課
税
と
も
訳
出
可
能
で
あ
ろ
う
。）
と
い
う
枠
組
み
を
設
定
す
る
。
具
体
的
に
は
前
者
は
、
法
人

を
は
じ
め
と
す
る
企
業
（
と
い
う
制
度
に
係
る
）
課
税
を
指
し
、
後
者
は
、
個
人
（
と
い
う
出
資
者
）
に
係
る
課
税
を
指
す
。
右
の
両
概

念
を
ベ
ー
ス
と
し
つ
つ
、
企
業
課
税
の
あ
り
よ
う
と
し
て
い
ず
れ
の
課
税
方
式
が
選
択
さ
れ
る
か
を
決
定
す
る
に
際
し
て
鍵
概
念
に
な
る

の
が
コ
ス
ト
で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
コ
ス
ト
概
念
の
内
実
で
あ
る
が
、
大
き
く
分
け
て
、
納
税
義
務
者
の
も
と
で
申
告
に
際
し

て
生
ず
る
コ
ス
ト
を
指
す
申
告
コ
ス
ト
、
納
税
義
務
者
の
租
税
法
上
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
確
保
す
る
た
め
に
生
ず
る
課
税
庁
側
の
コ

ス
ト
を
指
す
統
制
コ
ス
ト
お
よ
び
納
税
義
務
者
が
節
税
行
動
を
仕
組
む
こ
と
に
費
や
さ
れ
る
労
力
の
発
生
に
伴
い
生
ず
る
コ
ス
ト
を
指
す

計
画
コ
ス
ト
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
こ
こ
で
、
課
税
方
式
の
決
定
の
際
に
は
、
当
然
租
税
の
徴
収
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
制
度
設
計
が
行
わ
れ

る
必
要
が
あ
る
た
め（

198
）

、
企
業
の
利
益
に
つ
い
て
、
企
業
段
階
で
独
立
的
に
課
税
す
る
の
が
妥
当
か
（
つ
ま
り
、
株
主
の
段
階
で
は
配
当
所

得
に
係
る
課
税
関
係
は
生
じ
な
い
。）、
あ
る
い
は
企
業
段
階
で
は
課
税
を
行
わ
ず
に
、
配
当
が
行
わ
れ
た
段
階
で
の
株
主
・
出
資
者
に
係

る
配
当
・
払
出
所
得
課
税
を
行
う
か
、
と
い
う
選
択
と
な
る
。
と
す
る
な
ら
ば
、
所
論
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
は
、
課
税
の
あ
り
方
と
し
て
、

（
198
）

例
え
ば
、Schreiber,U

rlich,B
esteuerung

der
U

nternehm
en,H

eidelberg
2009 ,S.199 .
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コ
ス
ト
概
念
を
ベ
ー
ス
と
し
て
、
法
人
格
の
有
無
に
捉
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
課
税
方
式
を
再
構
築
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
考
え
方
を
敷
衍
す
る
と
す
れ
ば
、
目
下
の
と
こ
ろ
次
の
２
つ
の
示
唆
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
一
に
、

企
業
の
法
人
格
の
有
無
を
基
準
と
し
て
課
税
方
式
を
決
定
す
る
こ
と
に
伴
う
不
合
理
を
理
論
的
に
克
服
す
る
途
を
開
い
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
二
に
、
そ
れ
を
積
極
的
に
評
価
す
る
と
し
て
、
い
く
つ
か
の
コ
ス
ト
概
念
を
定
立
し
つ
つ
課
税
方
式
を
決
定
す
る
際
に
、
如
何
な
る

基
準
で
以
て
コ
ス
ト
の
高
低
を
識
別
す
る
か
、
換
言
す
れ
ば
、
如
何
な
る
具
体
的
基
準
で
以
て
制
度
課
税
と
個
人
課
税
と
を
識
別
す
る
か

が
問
題
と
な
る
。
こ
の
点
、
端
的
に
明
快
で
あ
る
の
は
出
資
者
数
、
企
業
規
模
等
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
そ
う
し
た
制
度
・
個
人
間
課

税
の
あ
り
よ
う
を
考
え
る
と
、
株
主
・
出
資
者
の
数
が
多
く
な
る
と
し
た
場
合
、
制
度
課
税
を
選
択
す
れ
ば
申
告
コ
ス
ト
お
よ
び
統
制
コ

ス
ト
は
低
下
す
る
し
、
株
主
数
が
少
な
く
、
企
業
規
模
も
小
さ
け
れ
ば
、
個
人
課
税
の
選
択
も
申
告
コ
ス
ト
お
よ
び
統
制
コ
ス
ト
と
の
関

係
で
あ
り
う
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
法
人
か
ら
株
主
の
も
と
へ
法
人
所
得
が
流
出
す
る
際
に
は
、
そ
れ
が
配
当
と
い
う
形
態
を

採
る
か
、
例
え
ば
、
株
主
が
持
つ
法
人
に
対
す
る
債
権
に
対
す
る
支
払
い
と
い
う
形
態
を
採
る
か
で
税
負
担
に
差
異
が
生
じ
る
の
で
、
納

税
義
務
者
は
で
き
る
だ
け
税
負
担
を
減
少
さ
せ
る
べ
く
、
か
か
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
に
基
づ
き
法
人
と
の
契
約
を
行
う
こ
と
に
な
ろ
う
が
、

こ
れ
は
計
画
コ
ス
ト
の
増
加
を
意
味
す
る
。
加
え
て
、
株
主
数
が
少
な
く
あ
る
い
は
企
業
規
模
も
小
さ
い
と
し
て
も
、
必
ず
し
も
計
画
コ

ス
ト
は
下
が
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
う
る
（
わ
が
国
の
同
族
会
社
を
想
起
さ
れ
た
い
。）。
右
の
設
例
の
示
唆
す
る
こ
と
は
、
申
告
コ
ス
ト
お

よ
び
統
制
コ
ス
ト
に
つ
い
て
は
数
量
的
指
標
で
制
度
設
計
を
行
っ
て
不
合
理
が
生
じ
な
い
と
見
る
こ
と
は
で
き
よ
う
が
、
そ
の
反
対
に
計

画
コ
ス
ト
に
係
る
制
度
設
計
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
申
告
コ
ス
ト
お
よ
び
統
制
コ
ス
ト
と
同
一
の
基
準
で
は
測
れ
な
い
場
合
が
あ
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
計
画
コ
ス
ト
は
、
前
叙
の
よ
う
に
、
そ
の
内
実
と
し
て
納
税
義
務
者
の
税
負
担
軽
減
の
た
め
の
行
動
か
ら
生
ず

る
コ
ス
ト
を
も
指
し
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
コ
ス
ト
は
如
何
な
る
場
面
に
お
い
て
も
性
質
上
生
じ
う
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
か
よ
う
な
帰
結

も
当
然
に
導
か
れ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

001　手塚先生_縦  14.3.17 1:08 PM  ページ 21



広島法学　37 巻３号（2014 年）－22

で
は
租
税
立
法
者
は
こ
れ
に
つ
い
て
如
何
な
る
制
度
的
対
応
を
行
え
ば
よ
い
の
か
。
前
叙
の
よ
う
に
、
コ
ス
ト
概
念
を
適
用
し
た
上
で

の
法
人
税
制
の
構
築
自
体
は
首
肯
す
る
と
し
て
も
、W

agner

教
授
の
所
論
に
お
け
る
計
画
コ
ス
ト
は
法
人
税
制
の
構
築
に
際
し
て
決
定

的
な
影
響
を
与
え
る
わ
け
で
は
な
く
、
申
告
コ
ス
ト
を
中
心
に
法
人
税
制
の
構
築
を
考
え
る
べ
き
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

す
な
わ
ち
、
具
体
的
に
は
、
株
主
の
数
、
企
業
規
模
に
応
じ
て
、
独
立
的
課
税
を
行
う
か
、
株
主
段
階
の
み
の
課
税
を
行
う
か
、
と
い
う

選
択
と
な
る
と
言
え
よ
う
。
尤
も
計
画
コ
ス
ト
に
つ
い
て
も
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
は
当
然
で
あ
っ
て
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
一

般
的
に
は
課
税
要
件
の
整
備
と
い
う
対
応
が
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
結
論
は
、
ド
イ
ツ
法
人
税
法
に
お
い
て
は
、
法
人
株
主
間
で

の
債
務
法
上
の
給
付
に
係
る
適
正
性
が
問
題
と
な
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
る
こ
と（

199
）

に
鑑
み
て
も
、
首
肯
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

但
し
、W

agner

教
授
の
立
場
は
、
前
叙
の
よ
う
に
制
度
課
税
を
選
択
す
る
際
に
は
、
制
度
レ
ベ
ル
で
課
税
関
係
は
終
了
す
る
。
し
た

が
っ
て
、
二
段
階
課
税
は
予
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
場
合
に
よ
っ
て
は
個
人
レ
ベ
ル
で
の
課
税
が
な
い
た
め
に
税
収
喪
失
の
可
能
性
が
あ
る
。

そ
れ
故
、
現
実
的
に
は
、
企
業
課
税
一
般
に
妥
当
し
う
る
理
論
的
枠
組
み
で
は
な
い
の
か
も
し
れ
ず
、
こ
の
点
で
Ａ
Ｕ
Ｓ
と
の
接
合
も
困

難
で
あ
る
。
尤
も
、
こ
のW

agner

教
授
の
構
想
は
、
そ
の
構
造
上
、
現
行
の
源
泉
徴
収
型
調
整
税
を
正
当
化
す
る
こ
と
に
は
繋
が
り
う

る
。
コ
ス
ト
概
念
は
さ
ら
に
は
二
段
階
課
税
の
可
能
性
を
も
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
企
業
課
税
に
お
け
る
企
業
レ
ベ
ル
で
の
統
一
的
課
税
方

式
を
考
案
す
る
一
助
に
も
な
り
う
る
。
す
な
わ
ち
、
出
資
者
数
が
多
い
場
合
に
は
、
企
業
レ
ベ
ル
で
企
業
税
を
課
し
、
課
税
を
確
実
化
す

る
こ
と
は
あ
り
う
る
。
そ
の
結
果
企
業
税
は
源
泉
徴
収
的
な
性
格
を
強
く
持
つ
こ
と
に
な
り
う
る
。
し
か
し
、
法
人
課
税
に
お
け
る
担
税

力
の
観
点
で
の
法
人
の
独
自
性
を
強
調
す
る
よ
う
な
前
叙
の
よ
う
な
ド
イ
ツ
の
学
説
の
示
唆
（
二
（
三
）
３
）
も
併
せ
れ
ば
、
法
人
に
つ

い
て
の
企
業
税
率
は
決
し
て
ま
さ
に
源
泉
徴
収
税
的
な
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
で
は
な
く
、
最
高
所
得
税
率
と
平
仄
を
合
わ
せ
る
こ
と
も

（
199
）

詳
細
は
、H

ey,in
:T

ipke
/L
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(H

rsg.)
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11

R
z.70 ff.
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な
お
理
論
的
破
綻
と
は
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
こ
の
場
合
、
法
人
以
外
の
企
業
と
い
う
”制
度
“
に
も
同
様
の
課
税
方
式
の
適

用
は
同
じ
く
理
論
的
か
つ
技
術
的
に
許
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

（
２
）

制
度
課
税
に
つ
い
て
―
分
析
と
問
題
提
起
―

以
上
の
よ
う
に
コ
ス
ト
概
念
を
当
て
は
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
従
来
の
企
業
課
税
に
つ
き
法
形
態
を
基
準
と
し
て
課
税
方
式
が
識
別
さ

れ
た
場
合
と
異
な
り
、
企
業
税
法
の
構
築
に
際
し
て
制
度
的
柔
軟
性
が
提
供
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
を
現
実
の
租
税
政
策
の
形
成
に

当
て
は
め
れ
ば
、（
そ
の
実
現
可
能
性
の
有
無
は
差
し
当
た
り
措
く
と
し
て
も
）
実
際
上
大
き
な
意
義
を
有
す
る
こ
と
に
な
る
し
、
そ
れ

だ
け
で
な
く
、
こ
こ
で
議
論
す
る
税
目
は
最
早
”法
人
“
税
で
は
な
く
差
し
当
た
り
”企
業
“
税
と
い
っ
た
名
目
の
税
目
と
な
る
の
で
あ

る
。
さ
ら
に
は
、
本
稿
で
検
討
し
た
法
人
税
の
正
当
化
と
い
う
議
論
は
、
そ
も
そ
も
法
人
と
い
う
個
人
と
は
別
個
独
立
し
た
企
業
形
態
に

対
す
る
租
税
を
如
何
に
し
て
正
当
化
す
る
か
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
意
義
を
失
う
こ
と
と
な
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
代
わ
り

に
前
面
に
出
て
く
る
の
は
、
前
叙
の
コ
ス
ト
概
念
の
意
義
を
直
視
す
れ
ば
、
課
税
が
如
何
な
る
レ
ベ
ル
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
よ
り
（
徴
税

の
確
実
化
と
い
う
意
味
で
の
）
適
正
な
そ
れ
が
可
能
と
な
る
か
と
い
う
視
点
で
あ
ろ
う
。
何
故
な
ら
、
前
叙
の
各
コ
ス
ト
の
意
義
を
見
る

と
、
計
画
コ
ス
ト
は
租
税
回
避
の
防
止
、
申
告
コ
ス
ト
は
申
告
義
務
の
適
正
な
履
行
確
保
、
統
制
コ
ス
ト
は
課
税
庁
の
側
で
生
じ
る
費
用

の
最
小
化
を
そ
れ
ぞ
れ
指
向
す
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
制
度
課
税
に
つ
い
て
も
差
し
当
た
っ
て
問
題
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
も
そ
も
課
税
方
式
の
識
別
の
基
準
と
な
る

コ
ス
ト
概
念
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
本
稿
で
も
既
に
触
れ
た
法
形
態
の
中
立
性
の
実
現
と
い
う
従
来
ド
イ
ツ
租
税
法
学
に
お
い
て
議
論
さ
れ

て
き
た
課
題
の
解
決
を
果
た
し
て
約
束
す
る
も
の
で
あ
る
か
否
か
で
あ
る
。
制
度
課
税
を
考
え
て
み
る
と
、
各
コ
ス
ト
が
高
い
場
合
に
は
、

制
度
課
税
が
選
択
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
端
的
に
は
株
主
の
多
い
、
そ
の
意
味
で
規
模
の
大
き
い
法
人
等
が
そ
の
典
型
例
と
し

て
挙
げ
ら
れ
う
る
。
こ
う
し
た
観
点
で
の
制
度
課
税
に
つ
い
て
合
理
性
が
承
認
可
能
で
あ
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
問
題
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は
”線
引
き
と
そ
の
後
“
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
最
早
課
税
方
式
の
選
択
に
法
形
態
は
問
題
視
さ
れ
て
い
な
い
が
、
制
度
課
税
の
適
用
さ

れ
る
企
業
と
そ
う
で
な
い
企
業
と
の
間
を
コ
ス
ト
を
計
測
す
る
こ
と
を
通
じ
て
具
体
的
に
識
別
す
る
際
の
基
準
と
し
て
適
正
な
コ
ス
ト
の

計
測
を
如
何
に
し
て
行
う
べ
き
な
の
か
（
特
に
、
性
質
上
、
こ
れ
は
計
画
コ
ス
ト
の
計
測
に
つ
き
問
題
と
な
ろ
う
。）
と
い
う
点
が
問
題

と
な
り
、
さ
ら
に
は
そ
の
後
制
度
課
税
が
適
用
さ
れ
な
い
企
業
と
の
間
で
課
税
方
式
に
違
い
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
企
業
税
法
に
お
け
る

制
度
・
非
制
度
課
税
の
二
元
主
義
が
生
じ
る
こ
と
と
な
る
。
そ
の
場
合
に
は
、
少
な
く
と
も
税
率
を
同
水
準
に
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る

で
あ
ろ
う
。
尤
も
そ
れ
で
も
な
お
税
負
担
が
異
な
る
可
能
性
が
残
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
ま
た
同
じ
問
題
は
個
人
課
税
の
側
か
ら
も
指
摘

で
き
よ
う
。

（
３
）

個
人
課
税
に
つ
い
て
―
分
析
と
問
題
提
起
―

個
人
課
税
に
つ
い
て
も
、
前
叙
の
制
度
課
税
を
論
ず
る
際
に
見
た
よ
う
な
法
形
態
を
基
準
と
し
な
い
租
税
制
度
の
構
築
が
可
能
と
な
る

点
で
積
極
的
に
評
価
で
き
る
の
と
同
時
に
、
ま
た
制
度
課
税
と
同
じ
く
制
度
課
税
の
適
用
範
囲
と
個
人
課
税
の
適
用
範
囲
と
を
明
確
に
線

引
き
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
て
、
新
た
な
非
中
立
性
を
生
み
出
す
可
能
性
が
あ
る
点
に
は
注
意
を
要
す
る
。

ま
た
個
人
課
税
の
あ
り
方
の
一
類
型
と
し
て
ド
イ
ツ
に
お
い
て
株
主
の
保
有
す
る
株
式
価
値
の
増
加
に
伴
う
含
み
益
に
課
税
す
る
こ
と

が
法
人
課
税
の
あ
り
う
る
手
段
で
あ
る
と
言
及
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る（

200
）

。
す
な
わ
ち
仮
に
法
人
に
独
自
の
担
税
力
を
承
認
し
な
い
場
合
に
、

法
人
の
も
と
に
内
部
留
保
さ
れ
る
所
得
は
単
に
一
時
的
に
法
人
の
も
と
に
あ
る
所
得
で
あ
っ
て
実
質
的
に
は
株
主
の
所
得
を
構
成
す
る
と

考
え
る
こ
と
も
あ
り
う
る
。
こ
の
場
合
株
主
は
当
該
内
部
留
保
所
得
に
つ
い
て
処
分
不
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
純
資
産
増
加
説
を
突
き
詰

め
る
と
、
法
人
の
内
部
留
保
利
益
の
増
加
は
株
価
に
反
映
さ
れ
る
た
め
、
そ
の
株
価
上
昇
に
つ
い
て
課
税
す
る
こ
と
が
租
税
政
策
と
し
て

（
200
）

H
ey,E

inführung
(Fn.4 )

,R
z.17 .
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あ
り
う
る
。
こ
の
考
え
方
に
よ
れ
ば
配
当
の
有
無
に
関
係
な
く
法
人
そ
の
も
の
に
課
税
す
る
の
と
同
じ
税
収
を
獲
得
で
き
る
可
能
性
が
あ

り
、
先
に
論
じ
た
法
人
の
も
と
で
の
内
部
留
保
利
益
に
課
税
が
不
可
能
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
生
ず
る
不
合
理
の
発
生
が
回
避
で
き
る
。
こ

れ
と
は
逆
の
租
税
政
策
は
株
主
の
も
と
に
配
当
が
流
入
し
た
段
階
で
は
じ
め
て
課
税
が
可
能
で
あ
る
と
す
る
収
支
計
算
方
式
に
よ
る
も
の

で
あ
り
、
現
行
の
ド
イ
ツ
実
定
租
税
法
も
こ
れ
に
拠
る
。
こ
の
場
合
に
は
法
人
と
い
う
制
度
の
段
階
で
の
課
税
が
必
要
と
な
り
う
る
。

し
か
し
結
局
は
こ
の
課
税
方
式
も
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
否
定
的
に
受
け
止
め
ら
れ
る
。
右
の
課
税
方
式
の
可
能
性
を
現
実
の
租
税
制
度

と
し
て
具
体
化
す
る
際
の
障
壁
は
実
現
主
義
で
あ
る
。
実
現
主
義
に
よ
れ
ば
、
市
場
に
お
け
る
販
売
、
譲
渡
と
い
っ
た
行
為
に
伴
う
経
済

的
成
果
の
手
許
へ
の
流
入
が
な
け
れ
ば
課
税
所
得
は
生
じ
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
特
に
租
税
立
法
者
に
対
し
て
”経
済
的

に
は
抑
制
的
な
課
税
を
行
な
い
、
そ
し
て
で
き
る
だ
け
確
実
な
価
額
を
基
礎
に
し
て
課
税
を
す
る
“
こ
と
を
命
じ
、
そ
れ
を
以
て
担
税
力

に
適
っ
た
課
税
を
実
現
す
る
こ
と
を
そ
の
憲
法
上
の
意
味
内
容
と
し
て
有
す
る
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る（

201
）

。
右
の
言
明
を
敷
衍
す
る
と
株
式

の
含
み
益
は
配
当
と
い
う
形
態
で
株
主
の
も
と
に
流
入
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
か
ら
納
税
の
た
め
の
手
許
流
動
性
も
な
く
、
含
み
益
の
正

確
な
計
算
も
執
行
上
必
ず
し
も
容
易
で
は
な
い
の
で
不
確
実
な
課
税
が
行
わ
れ
か
ね
な
い
。
ま
た
右
の
未
実
現
所
得
に
係
る
課
税
の
問
題

は
、
や
や
逸
れ
る
が
、
株
式
譲
渡
益
課
税
に
係
る
租
税
政
策
の
あ
り
方
を
参
照
し
て
も
明
ら
か
と
な
る
。B

erninghaus

氏
に
よ
る
と
ド
イ

ツ
に
お
い
て
は
株
式
の
譲
渡
益
は
当
該
株
式
に
つ
き
行
わ
れ
る
全
額
配
当
と
等
し
い
と
す
る
立
場
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
る
と
株
式
譲
渡
益

は
将
来
得
ら
れ
る
配
当
を
も
含
ん
だ
も
の
と
な
る
た
め
、
そ
う
し
た
将
来
得
ら
れ
る
配
当
に
係
る
予
測
値
を
織
り
込
ん
だ
形
態
で
計
測
さ

れ
る
株
式
譲
渡
益
は
性
質
上
不
確
実
性
を
帯
び
た
ま
ま
計
算
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
た
め
、
結
局
株
式
譲
渡
益
課
税
は
不
確
実
な
未
実
現
所

得
に
対
す
る
課
税
と
同
じ
で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る（

202
）

。
こ
の
立
場
を
前
提
に
株
式
譲
渡
益
課
税
を
構
築
す
る
際
に
は
、
株
式
譲
渡
益
を
配

（
201
）
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当
に
置
き
換
え
、
今
日
現
実
に
得
ら
れ
る
配
当
（
こ
れ
が
譲
渡
に
よ
る
利
益
そ
の
も
の
に
当
た
る
。）
と
将
来
得
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
配
当

と
識
別
し
、
前
者
に
の
み
課
税
し
、
後
者
に
つ
い
て
は
一
定
の
減
免
を
す
る
、
ま
た
は
批
判
は
あ
ろ
う
が
敢
え
て
株
式
譲
渡
益
課
税
行
わ

な
い
と
い
う
方
法
が
あ
り
う
る
で
あ
ろ
う
。
既
に
示
し
た
よ
う
に
、
現
実
に
は
個
人
株
主
に
係
る
譲
渡
益
課
税
は
行
わ
れ
る
の
で
あ
り
、

以
上
の
理
論
上
の
構
想
に
つ
い
て
は
と
も
か
く
、
こ
の
議
論
が
示
す
よ
う
に
未
実
現
所
得
に
対
す
る
課
税
の
実
施
は
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は

理
論
的
抵
抗
に
あ
う（

203
）

。

（
４
）

コ
ス
ト
概
念
と
法
人
税
―
そ
の
位
置
付
け
・
性
質
決
定
―

以
上
に
コ
ス
ト
概
念
を
基
軸
と
す
る
法
人
税
制
・
企
業
税
制
の
制
度
構
築
の
可
能
性
を
検
討
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
右
の
検
討

に
照
ら
し
て
法
人
税
に
係
る
そ
の
位
置
付
け
・
性
格
決
定
に
つ
い
て
得
ら
れ
る
示
唆
を
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

既
に
見
た
よ
う
に
、
コ
ス
ト
概
念
は
そ
の
大
小
に
応
じ
て
、
制
度
に
課
税
す
る
か
、
出
資
者
に
課
税
す
る
か
と
い
う
課
税
方
式
の
識
別

が
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
背
後
に
は
課
税
方
式
を
適
切
に
識
別
す
る
こ
と
に
よ
り
、
コ
ス
ト
を
最
小
限
に
抑
え
つ
つ
、
実
効
的

な
課
税
を
行
う
と
い
う
立
場
を
見
い
出
す
こ
と
は
許
さ
れ
よ
う
。
と
す
る
な
ら
ば
、
課
税
適
状
に
あ
る
担
税
力
を
制
度
・
出
資
者
の
ど
の

段
階
で
課
税
す
る
こ
と
が
最
も
実
効
的
か
つ
効
率
的
な
課
税
を
可
能
に
す
る
の
か
、
と
い
う
考
慮
が
課
税
方
式
を
決
定
す
る
上
で
最
も
重

要
で
あ
る
と
い
う
帰
結
に
も
行
き
着
き
う
る
。
こ
の
帰
結
は
、
本
稿
の
検
討
課
題
で
あ
る
法
人
税
と
の
関
係
に
つ
い
て
言
え
ば
、
法
人
税

（
202
）

詳
細
は
、
参
照
、B

erninghaus,H
olger,D

as
G

estaltungserm
essen

des
G

esetzgebers
bei

der
steuerlichen

E
rfassung

privater
V

eräßuerungsgew
inne,

Frankfurta.M
.2006 ,S.174 ff.

こ
れ
は
、
文
脈
上
は
、
株
式
譲
渡
益
に
つ
い
て
、
ど
の
程
度
ま
で
イ
ン
フ
レ
調
整
を
行
う
べ
き
か
、
と
い
う
議
論
に
関
す
る

叙
述
で
あ
る
。

（
203
）

実
現
主
義
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、H

ey,in:T
ipke

/
L

ang
(H

rsg.)
,Steuerrecht

(Fn.186 )
,§
8

R
z.92 .

ま
た
、
こ
れ
に
関
連
す
る
わ
が
国
の
指
摘
と
し

て
は
、
例
え
ば
、
参
照
、
岡
村
・
前
掲
注
（
６
）
二
八
頁
以
下
、
同
「
法
人
課
税
の
基
本
問
題
と
会
社
法
制
―
資
金
拘
束
と
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
」
税
法
学
五

五
九
号
六
九
頁
以
下
、
七
三
頁
以
下
。
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の
位
置
付
け
・
性
質
決
定
を
多
義
的
に
し
う
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
例
え
ば
、
株
主
が
個
人
で
あ
る
法
人
株
主
間
課
税
に
つ
い

て
、
一
段
階
課
税
を
念
頭
に
置
け
ば
、
法
人
税
と
個
人
所
得
税
と
は
二
者
択
一
的
な
関
係
に
立
つ
。
何
故
な
ら
、
先
に
も
触
れ
た
が
、
そ

の
場
合
に
は
性
質
上
担
税
力
を
制
度
段
階
ま
た
は
出
資
者
段
階
の
い
ず
れ
で
課
税
す
る
の
が
合
理
的
か
と
い
う
視
点
が
特
に
重
要
性
を
獲

得
す
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
場
合
に
は
、
法
人
税
に
つ
い
て
次
の
見
方
が
可
能
で
あ
る
。
一
に
、
法
人
税
の
存
在
が
前
叙
の
ご
と

く
担
税
力
を
課
税
に
よ
っ
て
把
握
す
る
た
め
の
便
宜
的
道
具
で
あ
る
と
見
れ
ば
、
競
争
中
立
性
に
拠
っ
て
立
ち
、
法
人
が
個
人
と
の
関
係

で
独
自
の
担
税
力
の
主
体
で
あ
る
と
強
調
す
る
必
要
は
必
ず
し
も
な
い
し
、
競
争
中
立
性
は
法
人
税
の
制
度
設
計
と
論
理
的
に
は
無
関
係

で
あ
る
こ
と
に
な
り
う
る
。
二
に
、
し
か
し
、
そ
う
し
た
便
宜
性
を
前
提
に
す
る
と
し
て
も
、
制
度
課
税
が
選
択
さ
れ
た
場
合
、
そ
の
構

造
上

Flat
T

ax

に
行
き
着
き
う
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
は
ド
イ
ツ
で
は
受
け
入
れ
難
い
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
逆
に
、
所
得
税
お
よ

び
法
人
税
の
い
ず
れ
も
相
互
に
確
固
と
し
て
独
立
し
た
税
目
で
あ
る
と
考
え
る
べ
き
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
二
段
階
課

税
に
行
き
着
く
。
以
上
の
二
つ
の
立
場
に
つ
い
て
は
検
討
の
余
地
は
あ
ろ
う
が
、
差
し
当
た
り
、
私
見
に
よ
れ
ば
後
者
の
見
方
が
妥
当
で

あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
次
に
、
二
段
階
課
税
の
適
用
を
想
定
す
る
場
合
に
は
、
前
叙
と
同
様
の
条
件
の
も
と
に
お
い
て
、
法
人
税
は
少

な
く
と
も
源
泉
徴
収
税
的
な
機
能
を
有
す
る
に
止
ま
る
と
も
解
し
う
る
。
そ
し
て
、
そ
の
上
で
、
二
段
階
課
税
で
あ
る
こ
と
を
直
視
し
て
、

そ
れ
は
現
行
法
と
構
造
上
同
一
で
は
あ
る
が
、
前
叙
の
競
争
中
立
性
に
照
ら
す
と
、
法
人
税
の
独
立
性
は
必
ず
し
も
そ
の
論
理
的
帰
結
で

は
な
い
。
何
故
な
ら
、
二
段
階
課
税
で
あ
る
以
上
、
担
税
力
は
い
ず
れ
出
資
者
の
も
と
に
お
い
て
課
税
さ
れ
る
の
で
あ
る
た
め
、
あ
く
ま

で
も
こ
の
場
合
の
法
人
税
は
コ
ス
ト
概
念
に
照
ら
し
て
決
定
さ
れ
た
便
宜
的
な
課
税
方
式
で
あ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
と
す
る
な

ら
ば
、
こ
こ
で
は
法
人
税
の
個
人
所
得
税
と
の
関
係
で
そ
の
存
在
に
つ
い
て
の
独
自
性
は
な
く
な
る
。

以
上
の
試
論
か
ら
は
次
の
こ
と
が
言
え
る
と
思
わ
れ
る
。
既
に
大
方
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、（
特
に
、
以
上
に
見
た

よ
う
な
、
出
資
者
に
係
る
所
得
税
制
と
の
関
係
で
の
）
法
人
税
制
の
設
計
に
応
じ
て
、
法
人
税
の
性
質
決
定
（
あ
る
い
は
課
税
根
拠
）
は
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多
様
と
な
り
う
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
法
人
税
が
所
得
税
と
の
関
係
で
独
立
的
に
も
な
り
う
る
し
、
こ
れ
に
よ
り
、
前
叙

の
競
争
中
立
性
と
も
整
合
性
が
取
れ
る
。
ま
た
は
、
逆
に
、
源
泉
徴
収
税
と
し
て
の
意
義
を
持
つ
に
止
ま
る
こ
と
も
あ
り
う
る
の
で
あ
る
。

と
は
い
え
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
法
人
税
率
が
一
五
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う
相
当
程
度
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
現
行
法
に
お
い
て
も
競
争
中
立

性
に
基
づ
く
も
の
と
し
て
の
法
人
税
と
い
う
性
質
決
定
は
な
お
捨
て
去
ら
れ
て
は
い
な
い
の
で
あ
っ
て（

204
）

、
二
段
階
課
税
の
も
と
に
お
い
て

も
な
お
法
人
税
の
独
立
性
は
観
念
し
う
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
特
に
税
負
担
の
程
度
お
よ
び
法
人
課
税
の
適
用
範
囲
に
つ
い
て

法
人
税
の
制
度
設
計
も
多
様
と
な
り
う
る
し
、
ま
た
さ
ら
に
は
法
人
税
の
意
義
は
一
層
不
明
確
に
な
り
う
る
と
す
ら
言
え
よ
う（

205
）

。

な
お
、
右
の
検
討
は
法
人
税
の
み
な
ら
ず
、
納
税
義
務
者
の
範
囲
を
一
層
拡
張
し
た
Ａ
Ｕ
Ｓ
に
つ
い
て
も
凡
そ
当
て
は
ま
ろ
う
。

（四）

小
括

ド
イ
ツ
法
人
税
法
は
、
企
業
税
法
の
枠
組
み
の
中
で
見
る
と
、
二
元
主
義
お
よ
び
そ
れ
基
づ
く
企
業
形
態
間
で
の
税
負
担
の
違
い
と
い

う
ド
イ
ツ
租
税
法
に
お
い
て
特
有
の
問
題
点
を
生
み
出
す
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
租
税
法
学
説
も
税
制
改
革
に
取
り
組
む
立
法
者
も
二

元
主
義
の
克
服
に
立
ち
向
か
っ
て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
前
叙
の
ご
と
く
、
租
税
立
法
者
に
よ
る
そ
の
試
み
は
成
功
し
て
い

（
204
）

H
ey,in:T

ipke
/L

ang,Steuerrecht(Fn.186 )
,§
11

R
z.6 .

（
205
）

但
し
、
以
上
の
よ
う
な
本
文
中
の
議
論
は
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
法
人
税
制
に
つ
い
て
コ
ス
ト
概
念
を
以
て
設
計
す
る
が
ゆ
え
に
、
導
出
可
能
な
も
の

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
競
争
中
立
性
の
議
論
を
参
照
す
れ
ば
、
そ
こ
に
法
人
の
出
資
者
か
ら
の
独
立
性
を
持
っ
た
権
利
義
務
の
主
体
と
し
て
の
経
済
活
動
へ

の
着
目
と
い
う
要
素
は
見
出
さ
れ
う
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
必
ず
し
も
そ
う
し
た
法
人
の
経
済
活
動
の
実
態
へ
の
着
目
を
要
請
し
な
い
コ
ス
ト
概
念
と
は
異

質
の
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
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る
と
は
言
い
難
い
面
が
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
と
り
わ
け
直
前
で
検
討
し
たW

agner

教
授
の
提
案
に
お
い
て
も
、
法
人
格
基
準
を
以
て

課
税
方
式
の
割
り
振
り
が
行
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
に
せ
よ
、
そ
の
構
想
す
る
企
業
税
法
に
お
い
て
は
制
度
課
税
と
非
制
度
課
税
と

い
う
別
の
二
元
主
義
が
生
じ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
課
税
方
式
の
線
引
き
次
第
で
は
、
従
前
の
二
元
主
義
の
も
と
に
お

け
る
の
と
同
様
の
企
業
形
態
間
で
の
税
負
担
の
違
い
が
生
じ
る
こ
と
に
な
り
う
る
。

し
た
が
っ
て
、
別
稿
で
も
既
に
触
れ（

206
）

、
ま
た
直
後
に
も
再
度
触
れ
る
よ
う
に
、
こ
う
し
た
税
制
改
正
の
不
首
尾
の
原
因
を
突
き
止
め
る

こ
と
が
租
税
政
策
論
と
し
て
は
生
産
的
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
税
制
改
正
を
首
尾
よ
く
実
施
さ
せ
る
こ
と
を
阻
害
す
る

そ
う
し
た
構
造
的
要
因
の
解
明
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
具
体
的
に
は
、
本
稿
が
三
（
二
）
２
（
３
）
に
お
い
て
い
く

つ
か
考
え
ら
れ
う
る
実
例
と
し
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
よ
り
一
般
化
し
て
言
え
ば
、
次
の
よ
う
に
言
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
す

な
わ
ち
、
租
税
制
度
は
租
税
理
論
の
み
を
以
て
構
築
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
既
存
の
他
の
制
度
（
租
税
制
度
で
も
あ
り
う
る
し
、
連
邦

憲
法
裁
判
所
の
よ
う
な
租
税
”外

“
制
度
の
も
の
も
あ
り
う
る
。）
と
の
関
係
で
構
築
作
業
は
行
わ
れ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
っ
て
、
他

の
制
度
の
存
在
が
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
企
業
税
制
の
領
域
で
言
え
ば
、
例
え
ば
、W

iegard

氏
は
、
企
業
税
制
改

革
が
、
立
地
点
と
し
て
の
魅
力
と
効
率
性
・
中
立
性
と
の
相
克
の
中
で
行
わ
れ
ざ
る
を
得
な
い
と
す
る（

207
）

。
こ
こ
で
、
立
地
点
と
し
て
の
魅

力
に
つ
い
て
は
、
法
人
税
率
の
一
方
的
引
き
下
げ
、
効
率
性
・
中
立
性
と
は
企
業
形
態
間
で
の
税
負
担
の
同
一
化
が
実
現
し
た
状
況
を
指

（
206
）

手
塚
貴
大
「
政
策
過
程
と
租
税
政
策
の
形
成
―
ド
イ
ツ
租
税
政
策
論
を
素
材
と
し
て
―
」
論
究
ジ
ュ
リ
ス
ト
三
号
（
二
〇
一
二
年
秋
号
）
二
三
五
頁
以
下
、

二
三
八
頁
。
ま
た
、
財
政
政
策
の
観
点
を
も
交
え
た
も
の
と
し
て
、
手
塚
貴
大
「
租
税
政
策
と
財
政
政
策
―
ド
イ
ツ
租
税
法
学
に
お
け
る
租
税
・
財
政
制
度

論
を
素
材
と
し
て
―
」
税
法
学
五
六
九
号
一
三
七
頁
以
下
。

（
207
）

W
iegard,

W
olfgang,

E
s

kom
m

t
auf

die
U

nternehm
ensbesteurung

an!,
in:

K
irchhof

/
L

am
bsdorff

/
Pinkw

art
(H

rsg.)
,

Perspektiven
(Fn.162 ),

S.109 f.
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す
と
解
し
た
上
で
、
前
叙
の
ド
イ
ツ
企
業
税
法
の
歴
史
的
展
開
お
よ
び
現
在
の
状
況
を
直
視
す
れ
ば
、W

iegard

氏
の
言
明
は
首
肯
で
き

る
考
え
方
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
そ
こ
に
は
い
ず
れ
の
要
請
に
つ
い
て
も
同
時
に
実
現
す
る
こ
と
の
困
難
さ
が
示
さ
れ
て
い
る
と
言
え

よ
う
。
加
え
て
、
同
様
の
こ
と
と
し
て
、
憲
法
は
当
然
の
こ
と（

208
）

、S
pengel

教
授
が
指
摘
す
る
Ｅ
Ｕ
法
、
税
収
確
保
、
現
行
法
と
の
整
合

性
（
209
）

と
い
う
複
数
の
要
請
を
税
制
改
革
に
お
い
て
同
時
に
実
現
す
る
こ
と
も
ま
た
困
難
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
以
上
に
基
づ
きSpengel

教

授
は
抜
本
的
税
制
改
革
の
不
可
能
性
を
説
い
て
お
ら
れ
る

（
210
）

。L
ang

教
授
も
法
改
正
一
般
に
認
め
ら
れ
る
硬
性
か
ら
同
旨
の
結
論
を
導
か
れ

る
（
211
）

。
そ
の
他
に
付
言
す
る
べ
き
こ
と
は
、
所
得
税
の
納
税
義
務
者
で
あ
る
企
業
者
に
と
っ
て
、
法
人
課
税
が
不
利
に
な
り
う
る
と
い
う
点

で
あ
る
。
こ
こ
で
は
そ
う
し
た
収
益
力
の
弱
い
企
業
が
多
い
と
い
う
事
実
が
示
唆
さ
れ
て
お
り
、
経
済
構
造
あ
る
い
は
景
気
が
税
制
改
革

の
あ
り
よ
う
を
縛
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
前
叙
の
ご
と
き
法
的
諸
要
請
の
相
克
の
み
で
は
な
く
、
経
済
構
造
・
動
向
も
税

制
改
革
の
規
定
要
因
で
あ
り
う
る
の
で
あ
る
。

な
お
、
右
に
関
連
し
て
、
と
り
わ
け
Ａ
Ｕ
Ｓ
の
議
論
に
つ
い
て
ド
イ
ツ
で
触
れ
ら
れ
る
こ
と
に
引
き
付
け
て
言
え
ば
、
Ａ
Ｕ
Ｓ
の
設
計

に
つ
い
て
は
、
様
々
な
視
点
が
提
唱
さ
れ
て
い
る
。
詳
細
は
別
稿
で
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
が
、
例
え
ば
、
法
人
は
勿
論
の
こ
と
、
従

前
の
所
得
税
納
税
義
務
者
の
う
ち
事
業
所
得
者
に
限
定
す
る
か
、
ま
た
は
農
林
業
所
得
者
等
に
ま
で
拡
張
す
る
か
と
い
っ
た
Ａ
Ｕ
Ｓ
の
適

用
範
囲
は
ど
の
程
度
に
及
ぶ
か（

212
）

、
担
税
力
を
応
能
負
担
原
則
で
測
る
か
、
応
益
負
担
原
則
で
測
る
か
と
い
う
担
税
力
の
計
測
基
準
の
選
択

（
208
）

L
ehner,M

oris,D
ie

R
eform

der
K

apitaleinkom
m

ensbesteuerung
im

R
ahm

en
des

V
erfassung

-
und

E
uroparechts,in

:
Schön,W

olfgang
(H

rsg.)
,

E
inkom

m
en

aus
K

apital,K
öln
2007 ,S.63 .

（
209
）

Spengel,B
esteuerung

von
E

inkom
m

en
(Fn.139 )

,G
43 .

（
210
）

Spengel,B
esteuerung

von
E

inkom
m

en
(Fn.139 )

,G
43 .

（
211
）

詳
細
は
、L

ang,Joachim
,U

nternehm
ensbesteuerung

im
internationalen

W
ettbew

erb,StuW
2011 ,156 .
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の
問
題

（
213
）

、
経
済
性
お
よ
び
生
産
性
向
上
と
い
う
経
済
政
策
の
観
点（

214
）

、
課
税
標
準
を
利
益
の
み
で
測
る
か
、
ま
た
は
付
加
価
値
で
測
る
か
、

さ
ら
に
そ
の
折
衷
で
測
る
か
と
い
う
問
題

（
215
）

等
が
そ
れ
で
あ
る
。
以
上
の
議
論
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
私
見
に
よ
れ
ば
、
や
は
り
、
Ａ
Ｕ

Ｓ
、
広
く
は
企
業
課
税
の
設
計
に
対
し
て
影
響
を
与
え
る
要
素
が
多
様
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
た
要
素
の
中
に
は
、
既

に
見
た
如
く
、
企
業
に
係
る
担
税
力
の
指
標
・
計
測
基
準
の
選
択
と
い
う
理
論
的
観
点
か
ら
の
も
の
も
あ
れ
ば
、
経
済
政
策
の
観
点
か
ら

の
も
の
ま
で
あ
る
。

ま
た
、
以
上
の
検
討
を
踏
ま
え
て
、
さ
ら
に
税
制
改
革
論
に
関
す
る
一
般
的
示
唆
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ

は
直
後
の
四
で
触
れ
る
こ
と
と
し
た
い
。

四
　
結
語

本
稿
は
、
ド
イ
ツ
法
人
税
法
を
素
材
と
し
て
、
企
業
課
税
に
お
け
る
法
人
税
の
位
置
付
け
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
性
質
決
定
を
行
い
、

そ
の
上
で
ド
イ
ツ
法
人
税
が
如
何
な
る
方
向
に
改
革
に
伴
い
制
度
変
化
を
し
て
い
く
可
能
性
を
持
つ
か
、
を
検
討
し
た
。
加
え
て
、
そ
の

（
212
）

Schipporeit,E
rhard,G

rundsätze
und

M
öglichkeiten

einer
U

nternehm
ungsteuer,M

ünchen
1979 ,S.27 f.

こ
れ
は
、Schipporeit

氏
も
後
に
検
討
す
る

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
例
え
ば
、
競
争
中
立
性
と
い
う
基
準
の
も
と
、
で
き
る
だ
け
そ
れ
を
実
現
す
る
税
制
を
構
築
す
る
と
い
う
作
業
に
行
き
着
く
の
で
あ
ろ

う
（S

.45

）。
こ
れ
に
は
、
企
業
税
が
課
さ
れ
る
企
業
に
係
る
税
負
担
が
低
い
た
め
に
、
”租
税
法
上
優
遇
さ
れ
る
貯
蓄
銀
行
“
と
も
称
さ
れ
る
よ
う
に
、
当

然
平
等
原
則
と
の
関
係
が
問
題
と
な
り
う
る
（S.50 ff.

）。

（
213
）

Schipporeit,G
rundsätze

und
M

öglichkeiten
(Fn.212 )

,S.28 f.,S.47 ff.

（
214
）

Schipporeit,G
rundsätze

und
M

öglichkeiten
(Fn.212 )

,S.30 f.,S.39 ff.,S.53 ff.

（
215
）

Schipporeit,G
rundsätze

und
M

öglichkeiten
(Fn.212 )

,S.33 f.
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際
、
法
人
税
改
革
を
素
材
と
し
て
、
税
制
改
革
の
公
準
が
何
故
現
実
の
租
税
制
度
に
お
い
て
実
現
さ
れ
な
い
の
か
、
と
い
う
点
に
つ
い
て

も
念
頭
に
置
い
た
。
以
下
に
お
い
て
、
ま
と
め
に
代
え
、
本
稿
の
分
析
結
果
を
約
言
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

一
に
、
既
に
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
法
人
税
は
そ
の
存
在
根
拠
は
必
ず
し
も
自
明
で
は
な
く
、
ド
イ
ツ
租
税
法
学
に
お
い
て
も
か
ね

て
よ
り
議
論
が
あ
っ
た
が
、
現
在
に
お
い
て
有
力
で
あ
る
の
が
、
競
争
中
立
性
に
よ
る
そ
れ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
競
争
中
立
性
に
つ
い
て
、

例
え
ば
、
憲
法
に
お
い
て
保
障
さ
れ
る
水
平
的
平
等
と
同
義
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
換
言
す
れ
ば
、
憲
法
上
保
障
さ
れ
た
も
の
と
し
て

性
質
決
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
競
争
中
立
性
は
憲
法
の
要
請
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
う
る
。
ま
た
、
法
人
税
の
性
質
と
し
て
、
所
得

税
と
は
異
な
る
、
そ
し
て
、
法
人
と
い
う
独
立
し
た
法
主
体
に
係
る
租
税
と
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
。

二
に
、
こ
う
し
た
競
争
中
立
性
が
参
照
さ
れ
る
理
由
は
、
ド
イ
ツ
企
業
税
法
に
お
け
る
二
元
主
義
と
関
係
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
所

得
税
と
法
人
税
と
が
企
業
課
税
の
領
域
に
お
い
て
併
存
し
て
お
り
、
と
り
わ
け
両
税
に
係
る
税
率
の
違
い
、
株
主
・
出
資
者
に
係
る
企
業

所
得
の
帰
属
等
の
違
い
か
ら
、
構
造
上
税
負
担
に
大
き
な
差
異
が
生
ず
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
両
税
の
負
担
を
で
き
る
だ
け
接
近

さ
せ
る
た
め
の
理
論
的
提
言
が
な
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
一
つ
が
競
争
中
立
性
を
参
照
す
る
こ
と
に
よ
る
法
人
課
税
で
あ
っ
て
、
そ
れ
に
加

え
て
、
法
人
に
独
自
の
担
税
力
を
承
認
す
る
と
い
う
理
論
構
成
を
通
じ
て
、
法
人
と
所
得
課
税
の
対
象
と
な
る
人
的
会
社
お
よ
び
個
人
と

の
間
で
課
税
方
式
の
統
一
化
を
企
図
す
る
こ
と
が
な
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
か
よ
う
な
点
で
の
税
制
改
革
は
学
説

と
乖
離
し
た
ま
ま
で
あ
っ
た
。

三
に
、
着
目
す
べ
き
は
、
か
よ
う
な
長
期
に
わ
た
る
税
制
改
革
の
不
首
尾
を
説
明
す
る
要
因
で
あ
る
。
税
制
改
革
に
係
る
政
治
性
は
、

と
り
わ
け
租
税
特
別
措
置
が
そ
の
政
策
効
果
を
発
揮
し
な
い
に
も
拘
ら
ず
存
続
し
続
け
る
こ
と
に
つ
い
て
、
従
来
よ
り
主
張
さ
れ
て
き
た

こ
と
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
必
ず
し
も
租
税
法
学
の
分
析
に
馴
染
む
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
本
稿
は
租
税
制
度
お
よ
び
そ
れ
に
関
連

す
る
法
理
論
を
参
照
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
税
制
改
革
の
限
界
に
つ
い
て
法
学
的
観
点
か
ら
の
分
析
を
試
み
た
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
筆
者
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が
導
い
た
推
測
的
な
要
因
と
し
て
は
、
大
ま
か
に
は
以
下
の
三
点
で
あ
っ
た
。
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
よ
る
租
税
立
法
に
対
す
る
違
憲
審
査

の
緩
さ
、
企
業
課
税
と
し
て
の
所
得
税
の
納
税
義
務
者
に
対
し
て
適
用
さ
れ
る
税
率
が
法
人
税
率
よ
り
も
低
い
そ
う
し
た
納
税
義
務
者
が

多
く
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
、
租
税
体
系
は
連
邦
の
み
で
は
な
く
、
と
り
わ
け
ゲ
マ
イ
ン
デ
に
も
課
税
権
を
認
め
て
い
る
た
め
に
、
租

税
制
度
お
よ
び
財
政
制
度
に
複
層
性
が
あ
る
こ
と
、
で
あ
る
。
こ
の
中
で
第
二
点
の
所
得
税
率
と
法
人
税
率
と
の
違
い
に
関
す
る
議
論
の

示
唆
す
る
も
の
は
、
法
人
税
の
租
税
政
策
も
や
は
り
政
治
的
影
響
あ
る
い
は
関
係
者
に
よ
る

R
ent-seeking

か
ら
は
逃
れ
ら
れ
な
い
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
納
税
者
は
で
き
る
だ
け
自
身
に
有
利
な
租
税
制
度
を
求
め
る
傾
向
が
あ
り
、
そ
れ
が
こ
こ
で
は
課
税
方
式

の
改
革
を
回
避
す
る
政
治
力
と
な
っ
て
現
れ
て
い
る
。

な
お
、
こ
れ
に
関
連
し
て
、
次
の
こ
と
が
付
言
可
能
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
現
実
の
税
制
改
革
を
規
定
す
る
要
因
は
多
数
あ
り
、

そ
れ
ら
の
影
響
下
で
税
制
改
革
は
実
施
さ
れ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
租
税
制
度
を
取
り
巻
く
複
数
の
制
度
（
法
制
度
・
経

済
制
度
等
）
が
税
制
改
革
に
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
を
指
す
。
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
制
度
補
完
性
の
示
す
事
象
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
換

言
す
れ
ば
、
税
制
改
革
を
成
功
裡
に
終
わ
ら
せ
る
た
め
に
は
、
目
標
と
観
念
す
る
税
制
改
革
の
内
容
を
描
く
の
み
で
は
不
十
分
で
あ
っ
て
、

む
し
ろ
租
税
制
度
の
内
容
を
規
定
し
て
い
る
関
連
諸
制
度
に
も
目
を
向
け
、
そ
れ
を
以
て
税
制
改
革
の
阻
害
要
因
を
同
定
す
る
作
業
も
必

要
で
あ
ろ
う
。
加
え
て
、
政
策
決
定
者
の
過
去
の
判
断
に
現
在
の
判
断
が
拘
束
さ
れ
る
と
い
う
経
路
依
存
性
の
概
念
も
示
唆
的
で
あ
る
。

本
稿
の
検
討
事
項
に
即
し
て
言
え
ば
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
支
持
も
あ
り
、
企
業
課
税
に
お
け
る
私
法
準
拠
主
義
を
選
択
し
た
租
税
立
法

者
の
判
断
は
筆
者
の
知
る
限
り
改
ま
り
そ
う
に
は
な
く
、
過
去
お
よ
び
現
在
、
さ
ら
に
は
近
い
将
来
も
そ
れ
に
拘
束
さ
れ
そ
う
で
あ
る
。

制
度
補
完
性
お
よ
び
経
路
依
存
性
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
税
制
改
革
の
硬
直
性
を
説
明
す
る
こ
と
に
繋
が
り
う
る
重
要
な
概
念
で
あ
る

と
解
さ
れ
る
が
、
そ
う
で
あ
る
が
ゆ
え
に
ド
イ
ツ
の
実
態
を
直
視
し
、
そ
れ
に
即
し
て
言
え
ば
、
現
実
の
法
人
税
改
革
（
ひ
い
て
は
税
制

改
革
一
般
）
は
抜
本
的
に
進
行
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
ろ
う
。
以
上
の
分
析
の
示
唆
す
る
こ
と
は
、
要
す
る
に
、
税
制
改
革
が
租
税
制
度
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に
外
在
す
る
要
因
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
仮
に
そ
れ
が
特
定
で
き
だ
と
し
て
も
、
租
税
法
学
・
租
税
理
論
に
よ
っ
て

そ
の
除
去
が
出
来
る
わ
け
で
は
必
ず
し
も
な
い
こ
と
に
、
税
制
改
革
の
困
難
さ
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
加
え
て
、
そ
れ
が
租
税
立

法
者
に
と
っ
て
も
現
実
的
に
容
易
で
は
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い（

216
）

。

四
に
、
ド
イ
ツ
の
学
説
の
展
開
に
よ
る
と
法
人
格
基
準
で
以
て
企
業
課
税
に
お
け
る
課
税
方
式
を
割
振
る
こ
と
を
放
棄
す
る
こ
と
が
必

要
と
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
か
よ
う
な
私
法
準
拠
主
義
的
な
企
業
税
法
の
構
築
の
背
景
に
は
、
法
秩
序
の
統
一
性
が
あ
り
、
そ
れ
を
連
邦
憲

法
裁
判
所
も
違
憲
と
は
し
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
法
秩
序
の
統
一
性
が
租
税
立
法
に
お
い
て
克
服
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
仮
に
、
そ
れ

を
克
服
す
る
場
合
に
、
如
何
な
る
課
税
方
式
が
望
ま
し
い
か
は
議
論
の
余
地
が
あ
る
。
近
時
主
張
さ
れ
て
い
る
の
は
、
コ
ス
ト
概
念
を
根

拠
に
課
税
方
式
を
識
別
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
企
業
課
税
の
構
築
の
基
準
を
法
形
態
と
す
る
こ
と
か
ら
解
放
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、

大
き
な
意
義
を
有
す
る
。
し
か
し
、
そ
の
結
果
構
築
さ
れ
る
制
度
課
税
、
非
制
度
（
個
人
・
人
的
）
課
税
に
つ
い
て
は
、
少
な
く
と
も
税

率
を
一
致
さ
せ
な
け
れ
ば
企
業
税
法
は
前
叙
の
両
者
間
で
新
た
な
非
中
立
性
が
生
み
出
さ
れ
る
結
果
と
な
ろ
う
。
個
人
課
税
に
つ
い
て
も

（
216
）

本
文
中
で
述
べ
た
こ
と
に
拠
れ
ば
、
税
制
改
革
は
そ
の
都
度
の
改
正
作
業
を
個
別
的
に
分
析
す
る
だ
け
で
は
足
り
ず
、
そ
の
作
業
を
時
系
列
的
に
追
う
必

要
が
生
ず
る
。
筆
者
は
、
本
稿
で
言
及
し
た
中
立
性
の
原
則
に
つ
い
て
、
凡
そ
”法
形
態
、
資
金
調
達
、
利
益
処
分
に
係
る
経
済
的
意
思
決
定
が
租
税
法
に

よ
り
で
き
る
だ
け
歪
め
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
“
と
論
じ
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
（
手
塚
・
前
掲
注
（
181
）
二
四
頁
）、
そ
の
意
味
内
容
の
認
識
だ
け
で
は
不
十

分
で
あ
っ
て
、
そ
の
具
体
化
の
過
程
に
も
着
目
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
具
体
化
の
過
程
に
つ
い
て
は
、
ド
イ
ツ
の
議
論
に
依
拠
し
つ
つ
、
同
じ
く
凡
そ
”租

税
法
上
の
最
重
要
原
則
で
あ
る
応
能
負
担
原
則
が
、
過
剰
禁
止
、
社
会
国
家
原
則
等
の
他
の
諸
原
則
と
相
俟
っ
て
、
憲
法
上
の
原
則
か
ら
、
サ
ブ
原
則
、
制

定
法
上
の
原
則
と
い
う
態
様
で
具
体
化
さ
れ
る
。“
と
概
観
し
た
が
（
手
塚
・
前
掲
注
（
181
）
四
四
頁
）、
そ
の
具
体
化
が
進
む
ご
と
に
、
租
税
立
法
者
は
具

体
化
の
結
果
の
正
当
性
を
厳
格
に
吟
味
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
か
よ
う
な
具
体
化
を
生
じ
さ
せ
た
原
因
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と
立
論
す
る

こ
と
は
許
さ
れ
よ
う
。
そ
も
そ
も
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
中
立
性
の
意
味
内
容
と
し
て
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
は
、
租
税
法
上
実
現
さ
れ
な
い
と
い
う
指
摘

も
あ
る
が
（
例
え
ば
、Schneider

(Fn.158 )
,B

FuP
2006 ,267 f.

）、
こ
の
作
業
を
以
て
租
税
立
法
に
係
る
一
定
の
統
制
を
効
か
す
こ
と
は
不
可
能
で
は
な
か

ろ
う
。
こ
こ
に
も
租
税
立
法
を
租
税
原
則
の
具
体
化
と
し
て
性
質
決
定
す
る
こ
と
の
実
践
的
意
義
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。
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構
築
次
第
で
は
か
な
り
複
雑
な
租
税
制
度
が
構
築
さ
れ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
。

五
に
、
以
上
を
要
す
る
に
、
本
稿
は
ド
イ
ツ
企
業
税
法
を
素
材
と
し
て
、
特
に
二
元
主
義
の
克
服
と
い
う
視
点
か
ら
企
業
課
税
の
再
構

築
の
可
能
性
お
よ
び
そ
の
条
件
を
検
討
し
た
が
、
法
人
税
が
確
固
と
し
て
企
業
税
法
に
お
い
て
存
在
し
、
か
つ
既
存
の
諸
制
度
に
税
制
改

革
を
阻
害
す
る
要
因
が
存
在
す
る
以
上
、
と
り
わ
け
抜
本
的
改
革
の
実
現
の
可
否
と
い
う
点
で
は
、
そ
れ
は
困
難
で
あ
る
と
結
論
づ
け
る

こ
と
に
な
ろ
う
。
な
お
、
性
質
上
、
こ
れ
は
税
制
改
革
に
伴
う
税
制
改
正
作
業
一
般
に
も
多
か
れ
少
な
か
れ
妥
当
す
る
言
明
で
あ
る
と
考

え
る
。

※
本
研
究
は
平
成
19
│
21
年
度
科
研
費
（
課
題
番
号：

１
９
７
３
０
０
２
３
）
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
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